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平成25年度決算概況と
平成26年度財政事情のあらまし

お
じ
ち
ゃ
ん

こ
れ
、ど
こ
で
切
る
の
？

こ
こ
、と
思
う
と
こ
ろ
で

切
っ
て
み
～



自主
財
源
　
182億

609万
円（
47.1％）

依
存
財
源
　
20
4億
2,8

85
万円（

52.9％）

市税総額
150億8,472万円
（100％）

市民税
55億908万円
（36.5％）

償却資産
48億308万円

（31.8％）

３．市税の内訳

鉱産税
9万円（0.0％）

軽自動車税
1億9,266万円

（1.3％）
市町村たばこ税
5億6,174万円

（3.7％）
法人

24億264万円
（15.9％）

家屋
23億6,217万円

（15.7％）

土地
16億1,704万円

（10.7％）

交付金
3,886万円

（0.3％）

個人
31億644万円

（20.6％）

固定資産税
88億2,115万円

（58.5％）

市税
150億8,472万円

（39.0％）
歳入合計

386億3,494万円
（100％）

国有提供施設等所在市町村助成交付金
98万円（0.0％）２．収入の概況

交通安全対策特別交付金
826万円（0.0％）
利子割交付金
2,742万円（0.1％）
ゴルフ場利用税交付金
2,803万円（0.1％）
地方特例交付金
3,157万円（0.1％）
自動車取得税交付金
5,608万円（0.1％）
配当割交付金
6,054万円（0.1％）
株式等譲渡所得割交付金
1億8,724万円（0.5％）
地方譲与税
3億4,104万円（0.9％）
地方消費税交付金
6億6,140万円（1.7％）
県支出金
17億2,652万円（4.5％）
地方交付税
42億9,452万円（11.1％）
市債
49億8,100万円（12.9％）
国庫支出金　
80億2,425万円（20.8％）

財産収入　  　6,337万円（0.2％）
寄附金　1億1,380万円（0.3％）
繰入金　4億2,275万円（1.1％）

分担金及び負担金　4億5,651万円（1.2％）
使用料及び手数料　4億7,227万円（1.2％）

繰越金　7億3,049万円（1.9％）
諸収入　8億6,218万円（2.2％）

１．決算収支の概況
歳　入　総　額　　　　　A 386億3,494万円

歳　出　総　額　　　　　B 375億2,645万円

歳入歳出差引額（A－B）	C 　11億849万円

翌年度へ繰り越すべき財源D 　　5億9,282万円

実　質　収　支（C－D） 　　5億1,567万円

平成25年度決算概況と
平成26年度財政事情のあらまし

財
政
事
情
の
公
表
に
あ
た
っ
て

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
の
決
算
概
況
に
つ

き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
関

係
各
方
面
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
生
活
環

境
に
係
る
事
業
を
最
優
先
し
、
長
期
的
視
野

で
の
予
算
の
編
成
・
執
行
に
努
め
、
５
億
１

千
万
円
余
り
の
黒
字
決
算
見
込
み
と
な
り
ま

し
た
。
各
特
別
会
計
の
決
算
概
況
等
に
つ
き

ま
し
て
も
、
別
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
、

併
せ
て
公
表
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
各
会
計

の
決
算
は
、
議
会
の
承
認
を
得
て
確
定
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
減

収
傾
向
に
あ
っ
た
個
人
・
法
人
市
民
税
が
緩

や
か
な
景
気
の
回
復
基
調
を
反
映
し
て
若
干

増
収
し
た
も
の
の
、
社
会
保
障
関
係
経
費
等

の
増
に
よ
り
、
財
政
構
造
の
硬
直
化
を
示
す

指
標
で
あ
る
経
常
収
支
比
率
は
83
・
６
％
と

な
り
、
依
然
と
し
て
義
務
的
経
費
な
ど
の
経

常
経
費
の
割
合
が
や
や
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
平
成
26
年
度
予
算
の
執

行
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
招
か
ぬ
よ
う
引
き
続
き
慎
重
な
財
政

運
営
を
図
り
、
財
政
の
健
全
化
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

阿
南
市
財
政
事
情
の
公
表
に
関
す
る
条
例

第
２
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
25
年
度
決

算
概
況
お
よ
び
平
成
26
年
度
予
算
に
係
る
財

政
事
情
を
こ
こ
に
公
表
し
ま
す
。
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仁
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率

　

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
測
定
す
る
比
率
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
指
標
で
、
こ
の
比
率
が
低
い
ほ
ど
新
た
な
行
政
需

要
に
弾
力
的
に
対
応
で
き
、
財
政
構
造
に
弾
力
性
が
あ
る

と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

経
常
経
費

　

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
で
、
年
々
持
続
し
て

固
定
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
を
い
い
ま
す
。
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※４定額資金運用基金 4億6,730万円

※３特定目的基金 90億7,665万円

※２減債基金 35億2,556万円

※１財政調整基金 133億5,208万円

（億円）

災害復旧費 214万円（0.0％） 

▼

目
的
別
（
行
政
目
的
別
に
分
類
し
た
も
の
）

労働費 4,750万円（0.1％） 
商工費 3億1,184万円（0.8％） 
議会費 3億1,565万円（0.8％） 
農林水産業費 5億9,261万円（1.6％） 
土木費 15億4,200万円（4.1％） 
消防費 20億2,702万円（5.4％） 

諸支出金 30億3,443万円（8.1％） 

公債費 34億444万円（9.1％） 

総務費 38億5,331万円（10.3％） 

教育費 43億3,186万円（11.5％） 

衛生費 86億6,548万円（23.1％） 

民生費 93億9,817万円（25.1％） 

▼

性
質
別
（
経
済
的
性
質
を
基
準
に
分
類
し
た
も
の
）

維持補修費 2億1,319万円（0.6％） 
積立金 2億9,418万円（0.8％） 
貸付金 6億5,000万円（1.7％） 
補助費等 15億3,514万円（4.1％） 

繰出金 32億5,230万円（8.7％） 

物件費 43億6,998万円（11.6％）

※
投資的経費113億6,201万円（30.3％） 

※
義務的経費
158億4,965万円
（42.2％）

公債費 
34億444万円
（9.1％） 

扶助費 
55億3,917万円
（14.7％） 

人件費 
69億604万円
（18.4％） 

４．歳出の概況
　歳出合計　375億2,645万円

※投資的経費とは…ほとんどが公共事業にあたる「普通建設事業費」で施設整
備等に支出されます。次年度以降も支出の効果がある経費
です。

※義務的経費とは…職員の給与などの「人件費」や生活保護などの「扶助費」、
地方債の元利償還費である「公債費」などで、支出が義務
付けられている経費です。

８．市債現在高の状況
一般会計市債現在高
（平成25年度末） 341億6,187万円

市民1人当たりの
市 債 の 残 高 447,104円

９．行政財産の状況
（平成26年３月31日現在）　

土　　　 地 1,887,873㎡

建物延面積合計
408,092㎡

木造建物
（延面積） 9,350㎡

非木造建物
（延面積） 398,742㎡

※１　財政調整基金………年度間の財源の不均衡を調整するための基金。
※２　減債基金……………公債費の償還を計画的に行うために設けられる基金。
※３　特定目的基金………特定の目的のために設けられる基金。
※４　定額資金運用基金…特定の目的のために定額の資金を運用するため設置

された基金。

６．市税負担の概況

市税総額
150億8,472万円

〔市民１人当たり〕

197,426円

〔１世帯当たり〕

501,837円

７．行政経費支出の概況

歳出総額
375億2,645万円

〔市民１人当たり〕

491,139円

〔１世帯当たり〕

1,248,426円

人口76,407人　世帯数30,059世帯　（平成26年３月31日現在）

５．投資的経費の内訳

衛生費
63億2,736万円

（55.7％）

教育費
19億7,705万円

（17.4％）

消防費
10億2,489万円

（9.0％）

民生費 
1億6,343万円（1.4％）

農林水産業費
 1億5,541万円（1.4％）

商工費 
6,229万円（0.6％）

災害復旧費 214万円（0.0％）

総務費 
8億540万円

（7.1％）

土木費
8億4,404万円

（7.4％）

総額
113億6,201万円
（100％）

10.	基金の状況
（平成26年３月31日現在高）　
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平成26年度　一般会計予算の執行状況 平成26年８月31日現在
歳　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　出

区　　　　　分 予　算　額 収 入 済 額 区　　　　　分 予　算　額 支 出 済 額
市 税 142億8,160万円 75億1,394万円 議 会 費 3億3,382万円 1億7,375万円
地 方 譲 与 税 3億3,800万円 7,483万円 総 務 費 65億9,325万円 16億2,869万円
利 子 割 交 付 金 2,400万円 0 民 生 費 100億9,177万円 38億3,222万円
配 当 割 交 付 金 5,000万円 0 衛 生 費 36億6,478万円 7億3,245万円
株式等譲渡所得割交付金 3,700万円 0 労 働 費 3,719万円 1,747万円
地 方 消 費 税 交 付 金 8億2,300万円 2億179万円 農 林 水 産 業 費 6億8,047万円 1億6,116万円
ゴルフ場利用税交付金 3,000万円 0 商 工 費 2億8,396万円 1億1,762万円
自 動 車 取 得 税 交 付 金 2,800万円 0 土 木 費 33億1,105万円 6億2,164万円
国有提供施設等所在市町村助成交付金 88万円 0 消 防 費 17億5,200万円 4億2,657万円
地 方 特 例 交 付 金 3,100万円 1,499万円 教 育 費 40億3,043万円 15億7,768万円
地 方 交 付 税 36億4,800万円 17億2,634万円 災 害 復 旧 費 1,823万円 6万円
交通安全対策特別交付金 950万円 0 公 債 費 33億3,282万円 6,148万円
分 担 金 及 び 負 担 金 4億5,283万円 1億4,291万円 諸 支 出 金 27億2,506万円 10億9,000万円
使 用 料 及 び 手 数 料 4億8,740万円 1億7,457万円 予 備 費 2,147万円 0
国 庫 支 出 金 52億8,794万円 15億3,147万円
県 支 出 金 19億2,043万円 4,114万円
財 産 収 入 824万円 2,142万円
寄 附 金 1万円 45万円
繰 入 金 40億6,925万円 0
繰 越 金 5億9,284万円 11億849万円
諸 収 入 8億6,778万円 5,875万円
市 債 38億8,860万円 0

合　　　　計 368億7,630万円 126億1,109万円 合　　　　計 368億7,630万円 104億4,079万円

特 別 会 計 の 概 況
平成25年度決算（見込）の状況

会　　計　　名
平成26年度予算の執行状況
（８月31日現在）

歳　入　額 歳　出　額 差　引　額 歳　入　額 歳　出　額
1,401万円 2,211万円 △810万円 住宅新築資金等貸付事業特別会計 625万円 833万円

36万円 0 36万円 加茂谷財産区運営事業特別会計 36万円 0
161万円 1万円 160万円 伊 島 財 産 区 運 営 事 業 特 別 会 計 162万円 0

82億7,816万円 82億7,816万円 0 国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 23億276万円 28億8,104万円
8,567万円 8,040万円 527万円 加 茂 谷 診 療 所 事 業 特 別 会 計 2,588万円 2,846万円
1,345万円 1,345万円 0 伊 島 診 療 所 事 業 特 別 会 計 249万円 542万円

9億3,807万円 9億2,625万円 1,182万円 公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 3,470万円 6,985万円
75億6,405万円 74億1,751万円 1億4,654万円 介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 30億9,079万円 25億5,173万円

781万円 346万円 435万円 伊島地区生活排水処理事業特別会計 554万円 59万円
3億6,860万円 3億6,319万円 541万円 学 校 給 食 事 業 特 別 会 計 1億2,975万円 1億471万円

1,212万円 1,212万円 0 奨 学 資 金 貸 付 事 業 特 別 会 計 1,292万円 357万円
2,948万円 2,948万円 0 春日野地域下水道事業特別会計 724万円 477万円

1億2,167万円 1億2,167万円 0 羽ノ浦農業集落排水事業特別会計 1,440万円 1,397万円
382万円 282万円 100万円 豊香野地区生活排水処理事業特別会計 192万円 109万円

8億6,382万円 8億4,849万円 1,533万円 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1億8,500万円 1億5,015万円

水 道 事 業 会 計 の 概 況
平　成　25　年　度　決　算　の　状　況

予　定　額 収　入　額 比　率 予　定　額 支　出　額 比　率
収益的収入 14億2,352万円 14億515万円 98.7% 収益的支出 13億9,676万円 13億8,037万円 98.8%
資本的収入 4億5,034万円 1億6,321万円 36.2% 資本的支出 10億4,026万円 7億1,613万円 68.8%
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「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（以下「財政健全化法」）第３条第１項および第22条第１項の
規定に基づき、「健全化判断比率」と、公営企業会計の「資金不足比率」を公表します。

１．健全化判断比率　　いずれの指標も国の定める基準内です。

指　　　　　　標 備　考 早期健全化
基準

財政再生
基準 説　　　　　　　明

実 質 赤 字 比 率 — △ 2.53%
（黒字）

※
12.45% 20.00%

一般会計等の実質赤字の標準財政規模に
対する比率です。
家計でいうと赤字額が年収に対してどれ
ぐらい占めているかを示したものです。

連結実質赤字比率 — △ 9.73%
（黒字）

※
17.45% 30.00%

すべての会計の実質赤字の標準財政規模
に対する比率です。
上記の実質赤字比率を特別会計・公営企
業会計（水道・下水道等）を含めた全会
計に適用したものです。

実 質 公 債 費 比 率 7.9% 25.0% 35.0%

公債費及び公債費に準じた経費の比重を
示す比率です。
年間の借金返済額が年収に対してどれぐ
らい占めているかを示したものです。市
に属する会計だけでなく一部事務組合等
に対する負担も含みます。

将 来 負 担 比 率 — △ 47.4%
（負担なし） 350.0%

地方債残高のほか一般会計等が将来負担
すべき実質的な負債を捉えた比率です。
将来見込まれる負債が年収の何年分にあ
たるかを示したものです。一部事務組合、
第三セクター等に対する負担や退職手当
負担なども含みます。

注）指標が「－」と表示されているのは、赤字比率等が負の数値（黒字等）となるためです。実際の数値は備考欄に表示しています。
注）指標が１つでも早期健全化基準以上になると財政健全化計画を、財政再生基準以上になると財政再生計画を策定する必要があります。
※早期健全化基準は、標準財政規模に応じて変動します。

２．資金不足比率　　各公営企業会計において、国の定める基準内です。

特別会計（公営企業会計）の名称 資金不足比率 経営健全化基準 説　　　　　　　明

阿南市水道事業会計 —

20.0%

公営企業の資金不足額の度合いを表す比
率です。
公営企業の赤字額（資金不足額）が料金
収入等の規模（事業規模）に対してどれ
ぐらい占めているかを示したものです。

阿南市公共下水道事業会計 —

阿南市羽ノ浦農業集落排水事業会計 —

注）指標が「－」と表示されているのは、資金不足比率が０もしくは負の数値（黒字）となるためです。
注）資金不足比率が経営健全化基準以上になるとその会計ごとに経営健全化計画を策定する必要があります。

【標準財政規模】
地方公共団体の一般財源の標準規模を示すもので、標準税収入額等と普通交付税額、臨時財政対策債発行可能額の合計です。

【公営企業会計】
法適用企業に係る特別会計、および法非適用企業に係る特別会計の総称です。阿南市では水道事業、公共下水道事業、羽ノ浦農業
集落排水事業の３会計が該当し、原則として料金収入等により独立採算方式で経営を行うこととされています。

平成25年度決算に基づく
健全化判断比率と資金不足比率を公表します
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人
口
の
高
齢
化
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
今
後
も
医
療
費
の

増
加
が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
医
療
費
を
有
効
に
使
う
た

め
に
、
日
頃
か
ら
上
手
な
受
診
と
健
康
管
理
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
納
め
る
保
険
料
は
、
公
費
や
現
役

世
代
の
支
援
金
と
と
も
に
大
切
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

上
手
な
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方

・
急
病
な
ど
の
場
合
を
除
き
、
時
間
外
や
休
日
の
受
診
を
控

え
ま
し
ょ
う
。

・
お
医
者
さ
ん
の
か
け
も
ち
（
は
し
ご
受
診
・
重
複
受
診
）

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
お
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
て
指
示
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課
（
☎
22
ー
８
０
６
４
）
へ

入院
48億3,591万円
（46.7％）

調剤
11億5,514万円
　　（11.2％）

入院外
35億2,536万円
（34.1％）

歯科　
3億4,482万円（3.3％）

食事療養費　
3億4,375万円（3.3％） 現金給付　8,437万円（0.8％）

訪問看護　6,524万円（0.6％）

合　計
103億5,459万円
（100％）

0 200 400 600 800 1000

0 20億 40億 60億 80億 100億

21年度 82億5,591万円

22年度 92億6,478万円

23年度 98億4,813万円

24年度 100億9,219万円

25年度 103億5,459万円

2000

4000

6000

8000

10000

12000

0

200000

400000

600000

800000

1000000

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度
0

200,000

400,000

600,000

800,000

（円）
1,000,000

768,278
845,250 880,949

888,632 903,542

21年度 22年度 23年度 24年度

10,500

0

11,000

11,500

（人）
12,000

10,000

10,746
10,961

11,179
11,357

25年度

11,460

120億
（円）

医　療　費 被保険者数 １人当たり費用額

後期高齢者医療費の状況

医療機関で
支 払 う
窓 口 負 担

高 齢 者 の
保 険 料
約１割

現役世代の保険料
約４割

公　　費　（税　金）　　　約５割

現在の後期高齢者医療制度では、高齢者の方々にかかった医療費の一部を医療機関の窓口で負担していただき、
それ以外の費用については、上図の割合で負担しています。

後期高齢者医療費の負担のしくみ

１ 割
または
３ 割

阿南市における最近の後期高齢者医療費等の推移

平成25年度

後期高齢者医療
の概況（※四捨五入等の関係で端数調整しています。）
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平
成
25
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
決
算
に
お
け
る
歳
入
総

額
は
82
億
７
８
１
６
万
円
（
対
前
年

度
比
１
・
01
％
増
）、
歳
出
総
額
は
82

億
７
８
１
６
万
円
（
対
前
年
度
比
１
・

09
％
増
）
で
収
支
差
引
額
は
０
円
と

な
り
ま
し
た
が
、
前
年
度
繰
越
金
を

差
し
引
い
た
単
年
度
収
支
は
５
９
１

万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

長
期
に
わ
た
る
財
政
の
健
全
な
運
営

の
た
め
の
貯
金
で
あ
る
財
政
調
整
基

金
の
保
有
額
は
１
７
６
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

阿
南
市
の
国
民
健
康
保
険
税
（
現

年
度
）
の
収
納
率
は
93
・
54
％
で
、
前

年
度
に
比
べ
て
０・
14
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
被
保
険
者
の

皆
さ
ん
で
支
え
あ
っ
て
成
り
立
つ
制

度
で
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
財
政
の

安
定
し
た
運
営
を
図
っ
て
い
く
た
め

に
も
、
国
民
健
康
保
険
税
の

完
納
に
つ
い
て
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

平成25年度 歳入・歳出の主な割合

平成25年度 保健事業の実施状況等

１人当たり総医療費
（療養諸費費用額）
367,008円

（前年度比12,986円増）

１人当たり国保税
（現年度の調定額）
79,230円

（前年度比737円増）

被保険者数と世帯数（年度平均）

被保険者数 18,329人　
（前年度比65人減）

世　帯　数 10,551世帯
（前年度比５世帯増）

保険税収納額と保険給付費等の推移

21年度 22年度 23年度 24年度

32,932

3,384

82,352

単位：万円

512,339

136,924

100000.000000

116666.666667

133333.333333

150000.000000

166666.666667

183333.333333

200000.000000

25000.000000

120833.335938

216666.671875

312500.007812

408333.343750

504166.679688

介護納付金

後期高齢者支援金

保険税収入額

★
35,007
1,369 25 4

74,908

38,506

81,702

43,486

91,406

539,984 532,601 540,291

132,809
131,525

142,056

★ ★ ★

25年度
4

44,736

95,088

558,076

143,787

★
介護納付金

後期高齢者支援金

保険税収納額

保険給付費

老人保健拠出金

25000

35000

45000

55000

65000

75000

85000

40000.000000

73333.332031

106666.664062

139999.996094

173333.328125

206666.660156

239999.992188

平成25年度

国民健康保険事業
特別会計
決算概況

歳入 歳出

①国が支出する負担金や交付金
②医療保険者間の前期高齢者（65歳以上75歳未満）の偏在による不均
衡を是正するため、前期高齢者加入率が全保険者平均を上回るときに
交付される交付金

③納めていただいた国保税
④県内市町村の保険財政の安定化を図るために、高額な医療費について
費用負担を調整するための交付金

⑤退職者医療制度対象者の医療費等を賄う交付金
⑥一般会計および国民健康保険財政調整基金からの繰入金
⑦県からの支出金　⑧前年度からの繰越金
⑨第三者納付金、人間ドック実費徴収金など

⑩主に医療費等の支払いに充てる費用
⑪県内市町村の保険財政の安定化を図るために、高額な医療費について
費用負担を調整するための拠出金

⑫後期高齢者医療制度運営のための支援金
⑬介護保険の運営のための納付金
⑭事務費など
⑮人間ドック助成費、特定健診に係る費用など	 	 	
	 	

①
国庫支出金

21億1,136万円
（25.5%）

⑩
保険給付費

55億8,076万円
 （67.4%）

⑪
共同事業拠出金
10億9,214万円

（13.2%）

⑫  後期高齢者支援金等
9億5,088万円（11.5%）

②
前期高齢者交付金
19億1,351万円

 （23.1%）
③

国民健康保険税
14億3,787万円

 （17.4%）

④  
共同事業交付金
11億602万円

 （13.4%）

⑤  療養給付費等交付金
7億3,706万円（8.9%）

⑨  その他　1,878万円（0.2％） ⑮  その他　1億1,959万円（1.4％）⑧  繰越金　591万円（0.1％） ⑭  総務費　8,743万円（1.1％）

⑬  介護納付金
4億4,736万円（5.4％）

⑦  県支出金　
4億618万円（4.9％）
⑥  繰入金　
5億4,147万円（6.5％）

合　計
82億7,816万円
（100％）

合　計
82億7,816万円
（100％）

問い合わせは　
保険年金課（☎22−1118）へ

定員 受診者
日帰り人間ドック 360人 349人
脳ドック 110人 110人

対象者 受診者および実施者
特定健康診査 13,969人 4,199人
特定保健指導 506人 329人
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お
く
り
も
の

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封

富
岡
町　

阿
南
商
工
会
議
所
女

性
会
様
か
ら
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
夏
ま

つ
り
大
作
戦
」
に
お
け
る
空
き

缶
リ
サ
イ
ク
ル
料
を
地
域
福
祉

事
業
活
動
資
金
と
し
て　

●
金
20
万
円　

東
京
都　

真
如
苑
様
か
ら
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
金
と

し
て

●
金
３
万
円

富
岡
町　

阿
南
法
人
会
様
か
ら

災
害
見
舞
金
と
し
て

●
金
一
封

匿
名
様
か
ら
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
支
援
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～
医
・
職
・
住
～

　

有
史
以
来
、
日
本
の
人
口
の
推
移
は
、
奈
良
時
代

４
５
０
万
人
、
鎌
倉
時
代
７
５
０
万
人
、
江
戸
時
代

初
期
１
２
０
０
万
人
、
明
治
維
新
３
３
０
０
万
人
、

太
平
洋
戦
争
終
戦
時
７
２
０
０
万
人
と
、
時
代
々
々

と
と
も
に
人
口
が
増
加
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）
の
１
億
２
８
１
０
万
人

を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
始
め
、
日
本
の
国
は
、
か
つ
て

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
ま

し
た
。

　

国
土
交
通
省
の
「
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」

に
よ
れ
ば
、
２
０
５
０
年
に
は
、
現
在
人
の
住
ん
で

い
る
地
点
の
63
％
で
人
口
が
半
分
以
下
に
な
り
、
２

０
４
８
年
に
は
１
億
人
を
切
り
、
２
０
６
０
年
に
は

８
６
７
４
万
人
に
な
る
と
い
う
推
計
も
あ
り
ま
す
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
人
口
が
減
っ
て
い
る
の
は
、

生
ま
れ
る
子
ど
も
の
人
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。
１
人
の
女
性
が
生
涯
に
産
む
と
さ
れ
る
子

ど
も
の
人
数
を
「
合
計
特
殊
出
生
率
」
と
い
い
ま
す

が
、
日
本
の
出
生
率
は
１
・
43
人
。
人
口
維
持
に
必

要
な
水
準
２
・
07
人
に
は
程
遠
い
数
字
で
す
。

　

出
生
率
が
低
い
ま
ま
だ
と
、
経
済
活
動
を
主
に
担

う
15
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
数
は
、
２
０
６
０
年
に

は
現
在
の
７
９
０
１
万
人
か
ら
４
４
１
８
万
人
に

減
っ
て
し
ま
い
、
国
の
活
力
が
そ
が
れ
、
社
会
の
進

展
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

　

厳
し
い
話
が
続
き
ま
す
が
、
民
間
研
究
機
関
「
日

本
創
成
会
議
」（
座
長
：
増
田
寛
也　

元
総
務
大
臣
）

は
、
今
年
５
月
、
子
ど
も
を
産
む
人
の
大
多
数
を
占

め
る
20
歳
～
39
歳
の
女
性
人
口
が
、
２
０
１
０
年
か

ら
の
30
年
間
で
５
割
以
上
減
る
市
区
町
村
が
、
現
在

全
国
に
約
１
８
０
０
あ
る
自
治
体
の
49
・
８
％
に
あ

た
る
８
９
６
自
治
体
に
の
ぼ
り
、
消
滅
の
可
能
性
が

あ
る
市
区
町
村
名
を
発
表
し
、
大
き
な
衝
撃
を
与
え

ま
し
た
。

　

今
、
四
国
に
は
95
の
市
町
村
が
あ
り
ま
す
が
、
徳

島
県
で
生
き
残
る
で
あ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
て
い
る
の

は
北
島
町
、
藍
住
町
、
松
茂
町
、
阿
南
市
、
石
井
町
、

徳
島
市
、
鳴
門
市
の
順
で
す
。
私
は
、
こ
の
阿
南
市

が
四
国
東
南
部
（
高
知
県
室
戸
市
ま
で
を
含
む
）
の

最
後
の
人
口
定
住
の
た
め
の
砦

と
り
で

の
都
市
と
し
て
の
使

命
を
帯
び
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
雇
用
の
拡
大
、
婚
活
の
促
進
、

子
育
て
環
境
の
充
実
、
生
命
を
守
る
た
め
の
医
療
の

身
元
調
査
を
許
さ
な
い
取
組

の
一
環
と
し
て
、本
人
通
知

制
度
に
登
録
し
ま
し
ょ
う

　

本
人
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
等
が

不
正
請
求
・
不
正
取
得
さ
れ
、
身

元
調
査
に
つ
な
が
る
人
権
侵
害
が

全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
人
権

侵
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
本
人

通
知
制
度
に
事
前
登
録
を
し
て
、

自
分
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
自
分
で

守
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　
▼
制
度
に
つ
い

て
は　

市
民
生
活
課(

☎
22

－

１

１
１
６)

へ
▼
人
権
に
つ
い
て
は　

人
権
・
男
女
参
画
課(

☎
22

－

３

０
９
４)

、
阿
南
市
人
権
教
育
協

議
会
事
務
局（
☎
22

－

３
３
９
２
）

へ
第
23
回
阿
南
市
活
竹
祭

出
店
者
募
集

　

第
23
回
阿
南
市
活
竹
祭
へ
の
出

店
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

11
月
29
日
㈯
～
30
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
頃

場
所　
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
駐
車

場出
店
条
件　
出
店
は
阿
南
市
内
の

団
体
と
し
、
出
店
物
は
阿
南
市
の

特
産
品
を
主
と
す
る
こ
と
。

※
出
店
希
望
に
沿
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　
10
月
17
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
こ
ち
ら
か
ら
申
込
用
紙

を
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
阿
南

市
活
竹
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
商
工
観
光
労
政
課
内
☎
22

－

３

２
９
０
）
へ

充
実
等
々
、
成

さ
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
ア
イ
デ

ア
も
い
た
だ
き

な
が
ら
厳
し
い

波
を
乗
り
切
っ

て
い
く
都
市
づ

く
り
を
め
ざ
し

て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

日本創成会議より
2040年に生き残る市町村
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徳
島
駅
伝
阿
南
市
選
手
団

選
手
選
考
会
の
開
催

対
象　
中
学
生
・
高
校
生
・
一
般

の
方
（
男
女
問
い
ま
せ
ん
）

日
程
・
場
所　

▼
10
月
5
日
㈰　

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
▼
10
月

19
日
㈰　

小
松
島
市
Ｊ
Ａ
あ
い
さ

い
緑
地
あ
い
さ
い
ス
タ
ジ
ア
ム
事

務
所
前
▼
11
月
2
日
㈰
、
9
日
㈰

阿
南
市
東
部
自
然
公
園

※
午
前
10
時
か
ら
２
時
間
程
度

内
容　
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
で
の

選
考
会
に
よ
り
代
表
選
手
の
選
考

を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
（
☎
22

－

３
３
９
４
）
へ

第
４
回

阿
南
市
人
権
教
育・啓
発

市
民
講
座

日
時　
10
月
21
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚
室

演
題　
「
成
年
後
見
制
度
の
活
用

に
つ
い
て
～
あ
な
た
ら
し
く
生
き

る
人
生
の
た
め
に
～
」

講
師　
人
権
擁
護
委
員　

大
下
直

樹
さ
ん

※
託
児
あ
り
。
10
月
10
日
㈮
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
乗
り

合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

年
金
相
談

&
Q

A

　
　
　

　
障
害
基
礎
年
金
は
ど
の

よ
う
な
と
き
に
受
け
ら
れ

ま
す
か
。

　
　
　
　

国
民
年
金
の
加
入
中
等

に
初
診
日
（
初
め
て
医
師

ＱＡ

の
診
療
を
受
け
た
日
）
が
あ
る
病

気
や
ケ
ガ
な
ど
で
障
が
い
の
状
態

に
な
っ
た
と
き
、障
害
認
定
日（
初

診
日
か
ら
１
年
６
カ
月
を
経
過
し

た
日
ま
た
は
そ
の
期
間
内
に
症
状

が
固
定
し
た
日
）
に
お
い
て
、
障

害
等
級
の
１
級
ま
た
は
２
級
に
該

当
し
た
場
合
は
、
障
害
基
礎
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
初
診
日
の
前
日
に
お

い
て
、
初
診
日
の
属
す
る
月
の

前
々
月
ま
で
の
被
保
険
者
期
間
の

う
ち
、
保
険
料
納
付
済
期
間
（
免

除
・
猶
予
期
間
を
含
む
）
が
３
分

の
２
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
。（
初

診
日
が
平
成
38
年
４
月
１
日
前
に

あ
る
と
き
は
、
特
例
と
し
て
初
診

日
の
前
々
月
ま
で
の
直
近
の
１
年

間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
け
れ
ば

よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。）

　

な
お
、
20
歳
前
に
初
診
日
の
あ

る
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
っ
て
障
が
い

の
状
態
に
な
っ
た
方
は
、
障
害
等

級
の
１
級
ま
た
は
２
級
に
該
当
す

れ
ば
20
歳
か
ら
（
障
害
認
定
日
が

20
歳
以
後
の
場
合
は
、
障
害
認
定

日
か
ら
）
受
給
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

災害義援金を募集しています
本年８月に発生した台風11号および12号に伴う大雨により
被災された方々を支援するための義援金を受け付けています。
受付期間　平成27年３月31日㈫まで
受付方法　
【現金払い】会計課、那賀川・羽ノ浦支所、各住民センター、

椿泊・伊島連絡所の窓口
【口座振込】次の金融機関で口座を開設しています。

問い合わせは　会計課（☎22－3294）へ

金  融  機  関 口  座  番  号 口  座  名
阿波銀行阿南支店 普通預金 1419985 阿南市災害義援金
徳島銀行阿南支店 普通預金 8565182 阿南市災害義援金
阿南信用金庫本店 普通預金 0414068 阿南市災害義援金
四国銀行阿南支店 普通預金 5113073 阿南市災害義援金
四国労働金庫阿南支店 普通預金 3719931 阿南市災害義援金
東とくしま農業協同組合
那賀川支所 普通預金 0010921 阿南市災害義援金

阿南農業協同組合本店 普通預金 0011375 阿南市災害義援金
徳島県信用漁業協同
組合連合会本所 普通預金 0297867 阿南市災害義援金

台風11号・12号の被害に際し、多くの皆さまから義援金等
を多数お寄せいただきました。皆さまのご支援・ご協力に心
からお礼を申し上げるとともに、感謝の気持ちを込めてお名
前を公表させていただきます。

（順不同・敬称略）

■義援金等
持田絵里／玉置正敏／須原歩美／畠中寿子／岡久和子／廣
野富江／山﨑順一／原　知世／長野県阿南町／宮西舞子／
坂上浩子／島根県野球チーム　山三野球クラブ／滋賀県野
球チーム“和”／鳥取県野球チーム　鳥取ロートルズ／北
信越地区高等学校野球連盟／阿南ライオンズクラブ／阿南
ライオネスクラブ／浅野民謡会／美南の会／椿泊漁協・阿
南漁協定置網部会／椿泊婦人会／山形県中山町農業委員会
／浄土真宗本願寺派徳島南組仏教婦人会連盟／日本労働組
合総連合会徳島県連合会／富岡西高等学校生徒会／富岡西
高等学校 PTA ／第18回富岡西高等学校卒業生65歳記念
同窓会参加者一同／日建工業㈱／四国建設コンサルタント
㈱／シティ・ハウジング㈱／㈱エフ設計コンサルタント／
㈱エアトラベル徳島／㈱さかがみハウジング／㈱ジェネッ
ツ／四電エンジニアリング㈱／㈱アズマ四国／口座振込
90件
■救援物資

白石　徹／高橋登茂枝／上原敏裕／サッポロビール㈱　中
四国本部　四国支社／大塚製薬㈱／四電エンジニアリング
㈱　徳島支店／四国コカ・コーラボトリング㈱／㈱ぎょう
せい／えもと食品㈲／（一社）日本補償コンサルタント協会
四国支部徳島県部会／㈱ささ圭／全国農業会議所　新聞業
務部／鹿児島県霧島市
■支援・協力・その他

椿泊漁業協同組合／（一社）徳島県建設業協会阿南支部／美
波町／（公社）徳島県環境技術センター／災害ボランティア
の皆さん

台風11号・12号被害への支援等のお礼
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犬
猫
の
避
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の
助
成

　

犬
猫
の
避
妊
・
去
勢
手
術
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　
飼
い
犬
・
飼
い
猫
（
犬
は

登
録
済
で
、
今
年
度
の
狂
犬
病
予

防
注
射
を
実
施
済
で
あ
る
こ
と
）

の
避
妊
・
去
勢
手
術
を
11
月
15
日
㈯

か
ら
平
成
27
年
１
月
20
日
㈫
ま
で

の
間
に
予
定
し
て
い
る
市
民
の
方

※
前
記
の
期
間
外
に
手
術
を
受
け

る
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

助
成
額　
１
頭
に
つ
き
５
千
円

助
成
予
定
数　
犬
猫
合
計
50
頭

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
込
方
法　
官
製
往
復
は
が
き
に

①
犬
・
猫
の
別
、
名
前
、
年
齢
、

性
別
、
毛
色
②
犬
の
場
合
は
、
登

録
番
号
お
よ
び
狂
犬
病
予
防
注
射

済
票
番
号
③
飼
い
主
の
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
④
返
信
用
は
が
き

の
宛
名
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
結
果
は
返

信
用
は
が
き
で
ご
連
絡
し
ま
す
。

〒
７
７
０

－

８
０
０
７　

徳
島
市

新
浜
本
町
２
丁
目
３
番
６
号　

公

益
社
団
法
人
徳
島
県
獣
医
師
会　

申
込
期
間　
10
月
１
日
㈬
～
31
日

㈮
（
必
着
）

助
成
方
法　
当
選
は
が
き
を
受
け

取
っ
た
方
は
、
県
内
の
動
物
病
院

に
事
前
に
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、

は
が
き
を
提
示
し
、
手
術
料
か
ら

５
千
円
を
差
し
引
い
た
額
で
手
術

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
ま
た
は
、

公
益
社
団
法
人
徳
島
県
獣
医
師
会

（
☎
０
８
８

－
６
６
３

－

６
６
０

７
）
へ

往信

郵   便   は   が   き

7 7 0 8 00 7

徳
島
市
新
浜
本
町
二
丁
目
３
番
６
号

公
益
社
団
法
人 

徳
島
県
獣
医
師
会 

行

官製往復はがき（表面）

返信

郵   便   は   が   き

申
込
者
の

 　
住　
　
所

 　
氏　
　
名

官製往復はがき（裏面）
避妊・去勢手術助成申込書

犬・猫の別　　　　　　　　　　
名前　　　　　　　　　　　　　
年齢　　　　　　　　　　　　　
性別　　　　　　　　　　　　　
毛色

（犬の場合）
犬の登録番号
　徳島県　第　　　　 号または
　徳島県阿南市　第　 　　　号
狂犬病予防注射済票番号
　平成26年度　第　　　　　号

申込者　住所
　　　　氏名（フリガナ）
　　　　電話番号

【記載例】

法
定
検
査

　

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
場
合

は
、
法
律
に
よ
り
１
年
に
１
回
、

放
流
水
の
水
質
検
査
を
受
検
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
検
査
は
、
徳
島
県
知
事
が
指

定
し
た
機
関
で
あ
る
公
益
社
団
法

人
徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
が

実
施
し
ま
す
の
で
、
通
知
が
あ
っ

た
場
合
は
、
必
ず
受
検
し
て
く
だ

さ
い
。

※
浄
化
槽
法
改
正
（
平
成
18
年
２

月
１
日
）
に
よ
り
、
未
受
検
者
に

は
罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。保守

点
検

　

浄
化
槽
の
保
守
点
検
は
２
～
４

カ
月
に
１
回
以
上
実
施
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
保
守
点
検

を
行
う
た
め
に
は
専
門
的
な
知
識

や
器
具
が
必
要
で
す
の
で
、
県
知

事
に
登
録
し
た
専
門
業
者
に
委
託

し
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

清
掃

　

浄
化
槽
の
清
掃
は
１
年
に
１
回

以
上
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
市
町
村
長
が 

許
可
し
た
業
者
に
委
託
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
公
益
社
団
法
人

徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
８
８

－

６
３
６

－

１
２
３
４
）

ま
た
は
市
環
境
保
全
課
（
☎
22

－

３
４
１
３
）
へ

10
月
１
日
は「
浄
化
槽
の
日
」

年
１
回
は
浄
化
槽
の
水
質
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

男
性
料
理
教
室（
後
期
）

参
加
者
募
集

　

男
女
が
共
に
い
き
い
き
と
生
活

で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
家
庭

か
ら
。
お
互
い
の
仕
事
を
見
直
す

た
め
に
、
ま
ず
は
料
理
か
ら
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
料
理

を
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
方
も
基
礎

か
ら
学
べ
ま
す
。

日
程　
11
月
13
日
㈭
、
26
日
㈬
、

12
月
11
日
㈭
、
17
日
㈬
、
24
日
㈬

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
３
階　

グ

ル
メ
ル
ー
ム

定
員　
20
人
（
申
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

参
加
費　
１
回
５
０
０
円
（
12
月

24
日
㈬
は
７
０
０
円
。
材
料
費
と

し
て
当
日
集
金
）

申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
は
が

き
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
申

し
込
み
も
可
能
で
す
。

申
込
締
切
日　
10
月
23
日
㈭
（
当

日
消
印
有
効
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

〒
７
７
４

－

８
５
０
１　

富
岡
町

ト
ノ
町
12
番
地
３　

男
女
共
同
参

画
室
（
☎
22

－

７
４
０
１
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
22

－

４
７
８
５
）
へ

開催日 時　間 場　所

10月21日㈫ 
9:30～11:30 羽ノ浦公民館

13:30～15:30 橘公民館

    　22日㈬ 
9:30～11:30 福井公民館

13:30～15:30 椿公民館

10月20日㈪～ 26日㈰は「行政相談週間」
です。
市では、行政相談委員が無料で相談に応
じます。
行政の制度や仕組みが分からないなど、
お気軽にご相談ください。秘密は固く守
られます。

問い合わせは
市民生活課（☎22－1116）へ

行政相談週間
～あなたの声をお聞きかせください～
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○宝くじスポーツフェア
　ドリーム・ベースボール　
　５日㈰　9:00～

○野球観光ツアー　
　11日㈯　9:00～　
　首里クラブ、祥屋クラブ（沖縄県）、
　高岡クラブ

○紅白対抗長時間野球大会　
　12日㈰、13日㈷
　7:00～21:00

○第４回西日本あかつき野球大会　
18日㈯　10:00～　
19日㈰　 9:00～

問い合わせは
野球のまち推進課（☎22−1297）へ

球場へ行こう！
JAアグリあなんスタジアム

10月の日程

阿
南
市
人
権
施
策
基
本
方
針
進
捗

状
況
及
び
阿
南
市
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
に
基
づ
く
施
策
の
推
進

状
況（
26
年
度
版
）を
公
表
し
ま
す

　

人
権
・
男
女
参
画
課
、
各
住
民

セ
ン
タ
ー
、
各
支
所
、
各
公
民
館
、

各
隣
保
館
、
各
教
育
集
会
所
で
そ

れ
ぞ
れ
閲
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
期
間　
10
月
１
日
㈬
～
平
成

27
年
３
月
31
日
㈫

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

阿
南
警
察
署
協
議
会
に
つ
い
て

　

警
察
が
地
域
住
民
の
意
見
、
要

望
を
把
握
し
て
、
警
察
の
業
務
運

営
に
民
意
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

平
成
13
年
６
月
か
ら
警
察
署
協
議

会
が
発
足
し
定
期
的
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

阿
南
警
察
署
で
は
、
四
半
期
ご

と
の
年
４
回
開
催
し
て
お
り
、
管

内
で
居
住
す
る
７
人
の
委
員
か
ら
、

○
道
路
の
構
造
に
沿
っ
た
交
通
規

制
と
速
度
規
制
の
設
置

○
交
通
事
故
に
直
結
す
る
携
帯
電

話
な
ど
の
交
通
違
反
取
締
り
要
望

○
自
転
車
運
転
者
へ
の
積
極
的
な

街
頭
指
導

○
市
民
が
詐
欺
に
遭
わ
な
い
よ
う

防
犯
講
習
会
の
積
極
的
な
実
施

○
住
民
に
姿
を
見
せ
る
積
極
的
な

巡
回
連
絡
の
実
施

な
ど
の
貴
重
な
意
見
が
出
さ
れ
、

警
察
行
政
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

自
転
車
の
盗
難
に
注
意
！

　

最
近
、
駅
で
の
自
転
車
の
盗
難

が
増
え
て
い
ま
す
。
盗
難
被
害
に

遭
っ
た
自
転
車
は
鍵
を
か
け
て
い

な
か
っ
た
も
の
が
多
い
で
す
。
自

転
車
に
鍵
を
か
け
て
い
な
か
っ
た

理
由
と
し
て
は
、「
電
車
の
時
間

に
遅
れ
そ
う
だ
っ
た
」
な
ど
急
い

で
い
た
と
の
こ
と
が
大
半
で
す
。

　

盗
ま
れ
て
か
ら
後
悔
し
な
い
よ

う
、
盗
難
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
、
急
い
で
い
る
と
き
こ
そ
自
転

車
の
鍵
の
か
け
忘
れ
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－
０
１
１
０
）
へ

あぶない !こんなに事故が
交通
事故

件 数
死 者
負傷者

238件（1,626）
0人（    2）
30人（233）

救急 件 数
搬送人員

249件（2,172）
245人（2,106）

火災 件 数
損害額

3件（  21）
57千円

（34,160千円）
●阿南署管内８月分合計。カッコ内は１月からの累計。
●損害額は未確定分を含んでいません。

講 座 ・
クラブ名 曜日 回数 時　　間

生花 火 3 回 18:00～20:30

着付け 水 3 回 19:00～21:00

書道 水 3 回 19:00～20:30

料理 木 3 回 18:30～21:00

茶道 木 2 回 19:00～21:00

英会話 木 3 回 19:30～20:30

ヨーガ 火 2 回 19:30～21:00

フットサル 木 2 回 20:00～22:00

バドミントン 火 毎週 20:00～22:00

ソフトバレー
ボール 水 2 回 20:00～22:00

卓球 木 2 回 19:00～21:00

テニス 毎月 2 回 19:00～22:00

エクササイズ 水 2 回 19:30～21:00

平成26年度
勤労青少年ホーム講座
受講者再募集
対象　市内に居住または職場を有する
35歳までの勤労青少年（学生は除く）
登録費　1,000 円（年間）
申込み・問い合わせは　
勤労青少年ホーム（☎ 42−4572）へ

※上記以外にも短期講座やイベントに参加
できます。

「１日１回、ポチっと、あななん」
阿南市イメージアップキャラクター「あななん」がゆる
キャラ®の祭典、ゆるキャラ®グランプリ 2014 にエント
リーしています。「あななん」にクリックして全国に阿南
市を PR しましょう。「あなたの一票で阿南市を元気に !!」。
応援よろしくお願します。

投票期間　10 月 20 日㈪まで
投票方法　パソコン、携帯電話、
タブレット端末で投票できます。

あななんへの投票サイトへアクセス　☞

「特定外来生物」にご注意ください
特定外来生物とは、外来生物のうち、地域の生態系に大きな影響を与え
たり、農林水産業に被害を与えたりするものを外来生物法に基づき国（環
境省）が「特定外来生物」として指定しています。特定外来生物のなか
には私たちの健康や生活に悪影響を与えるものもあります。くわしくは
徳島県のホームページ「徳島県の外来生物について」をご覧ください。
ホームページアドレス
http://www.pref.tokushima.jp/kankyo/sizen/seibutsutayou/exotic_species.html
問い合わせは　環境保全課（☎22−3413）へ
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生
活
再
建
特
別
支
援

　

台
風
12
号
、
11
号
で
被
災
さ
れ

た
世
帯
の
生
活
再
建
に
要
し
た
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
世
帯　
居
住
す
る
住
宅
が
全

壊
、
半
壊
ま
た
は
床
上
浸
水
し
た

世
帯

※
被
災
の
程
度
は
、
市
が
発
行
す

る
「
り
災
証
明
書
」
に
よ
り
ま
す
。

対
象
経
費　
阿
南
市
内
で
生
活
再

建
す
る
場
合
が
対
象
で
す
。

▼
全
壊
・
半
壊

　

住
宅
の
建
設
、購
入
ま
た
は
補

修
費
、被
害
を
受
け
た
住
宅
の
解

体
費（
除
却
）並
び
に
撤
去
、整
地

費
、生
活
必
需
品
の
購
入
・
修
理
費

▼
床
上
浸
水

　

住
宅
の
補
修
費
（
畳
・
ふ
す
ま

替
え
を
含
む
）
お
よ
び
生
活
必
需

品
の
購
入
・
修
理
費

※
借
家
の
世
帯
は
、
生
活
必
需
品

の
購
入
・
修
理
費
の
み
が
対
象

対
象
経
費
の
限
度
額

▼
持
家
の
世
帯

　

全
壊　
　
　

３
０
０
万
円

　

半
壊　
　
　

１
５
０
万
円

　

床
上
浸
水　

１
０
０
万
円

▼
借
家
の
世
帯

　

全
壊　
　
　

１
０
０
万
円

　

半
壊　
　
　

50
万
円

　

床
上
浸
水　

34
万
円

※
単
身
世
帯
の
対
象
限
度
額
は
、

そ
れ
ぞ
れ
４
分
の
３
に
相
当
す
る

額
と
な
り
ま
す
。

申
請
、
請
求
に
必
要
な
も
の

・
工
事
契
約
書
、
見
積
書
の
写
し

・
領
収
書
の
写
し
（
品
名
・
数
量

　

等
の
詳
細
が
わ
か
る
も
の
）

・「
り
災
証
明
書
」
の
写
し

　

申
請
方
法
等
く
わ
し
く
は
、
対

象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
関
係
資
料

を
通
知
し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
福
祉
課
（
☎
22

－
１
５
９
２
）
へ

り
災
証
明
書
の
発
行

　

台
風
12
号
お
よ
び
11
号
で
被
災

し
た
家
屋
に
関
す
る
「
り
災
証
明

書
」
を
無
料
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

証
明
が
必
要
な
方
は
、
印
鑑
お
よ

び
本
人
確
認
の
た
め
の
公
的
証
明

書（
免
許
証
、
保
険
証
等
）を
ご
持

参
の
う
え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所　
税
務
課
、
各
支
所
、

各
住
民
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
庶
務
係

（
☎
22

－

１
１
１
４
）
へ

浄
化
槽
の
復
旧
支
援

　

市
で
は
、
公
益
社
団
法
人
徳
島

県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
と
の
協
定

に
基
づ
き
、
浄
化
槽
の
復
旧
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

方
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
台
風
12
号
お
よ
び
11
号
で

床
上
ま
た
は
床
下
浸
水
の
被
害
を

受
け
た
方

支
援
内
容　

▼
浄
化
槽
の
設
備
診
断

診
断
項
目　
漏
水
の
状
況
、
ば
っ

き
装
置
の
固
定
状
況
、
消
毒
設
備

の
固
定
状
況
、
送
風
機
の
設
置
状

況
、
送
風
機
の
稼
働
状
況
、
ば
っ

き
装
置
の
稼
働
状
況
な
ど

診
断
料    

無
料

▼
飲
料
用
地
下
水
の
水
質
検
査

検
査
項
目　
一
般
細
菌
、
大
腸
菌
、

硝
酸
性
窒
素
お
よ
び
亜
硝
酸
性
窒

素
、
塩
化
物
イ
オ
ン
、
有
機
物

（
全
有
機
炭
素
Ｔ
Ｏ
Ｃ
の
量
）、
ｐ

Ｈ
値
、
味
、
臭
気
、
色
度
、
濁
度
、

鉄
お
よ
び
そ
の
化
合
物
、
残
留
塩

素
の
12
項
目

検
査
料　
２
７
０
０
円
（
公
益
社

団
法
人
徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ

ー
か
ら
、
検
査
後
に
郵
送
さ
れ
る

納
付
書
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。）

申
請
時
に
必
要
な
も
の　

・
印
鑑

・
当
日
採
取
し
た
１
リ
ッ
ト
ル
程

度
の
地
下
水
（
飲
料
用
地
下
水

の
水
質
検
査
）

申
請
期
間　
12
月
１
日
㈪
ま
で

問
い
合
わ
せ
は　

環
境
保
全
課

（
☎
22

－

３
４
１
３
）
へ

農
林
水
産
業
の
再
建
に

向
け
た
支
援

　

台
風
12
号
お
よ
び
11
号
に
よ

り
、
農
林
水
産
業
に
係
る
施
設
・

機
械
、
農
作
物
等
に
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
地
域
に
よ
っ

て
は
農
林
水
産
業
者
の
方
の
事
業

継
続
が
困
難
に
な
る
な
ど
、
産
地

と
し
て
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
で

は
「
農
林
水
産
業
再
建
特
別
支
援

制
度
」
を
創
設
し
、
県
と
一
体
と

な
っ
て
被
災
農
林
水
産
業
の
早
期

再
建
、
将
来
に
向
け
た
安
定
的
か

つ
持
続
的
な
産
地
供
給
体
制
の
構

築
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

《
施
設
・
機
械
に
係
る
支
援
》

●
地
域
農
林
水
産
業
再
建

　
特
別
支
援
事
業

　

浸
水
等
の
被
害
を
受
け
た
農
林

水
産
業
者
に
係
る
施
設
・
機
械
の

取
得
等
を
支
援
し
ま
す
。

対
象　
本
市
が
策
定
す
る
「
地
域

農
林
水
産
業
再
建
計
画
」
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
「
担
い
手
農
林
水
産

業
者
」

補
助
率　
10
分
の
４

申
請
期
間　
10
月
３
日
㈮
ま
で

《
産
地
重
要
種
苗
に
係
る
支
援
》

●
産
地
重
要
種
苗
緊
急
導
入
事
業

　

本
市
が
次
期
作
以
降
の
産
地
維

持
が
困
難
と
判
断
し
た
地
域
作
物

の
種
苗
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
品
目　

本
市
が
策
定
す
る

「
産
地
重
要
種
苗
導
入
計
画
」
に

位
置
付
け
ら
れ
た
作
物
で
、
果
樹
、

い
ち
ご
、
バ
ラ
な
ど
永
年
性
作
物

補
助
率　
10
分
の
４

申
請
期
間　
10
月
３
日
㈮
ま
で

台
風
12
号
、11
号
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ

こ
の
た
び
の
台
風
被
害
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
日
も
早
く
元
の
生
活
を
取
り
戻
せ
る
こ
と
を
願
い
、
被
災
者
支
援
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日時　９月30日㈫
場所　ひまわり会館３階
内容　生活再建特別支援制度

の概要などについて
問 福祉課（☎22－1592）へ

説明会を開催しています
くわしくお知りになりたい方は
ご参加ください。

左
上
へ
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《
被
災
農
業
者
向
け

経
営
体
育
成
支
援
事
業
》

　

激
甚
災
害
指
定
に
伴
い
、
次
の

対
策
を
支
援
し
ま
す
。

対
象　

農
業
用
ハ
ウ
ス
等
の
再

建
・
修
繕
、
農
業
用
機
械
の
再
導

入
を
さ
れ
る
農
業
者

補
助
率　
10
分
の
３

申
請
期
間　
10
月
３
日
㈮
ま
で

　

申
請
方
法
等
、
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

農
林
水
産
課

■展示コーナー　10:00～20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

○陶芸女子会　13日㈷まで
○手仕事大好き　二人展　15日㈬～26日㈰
○みんなの秋です　28日㈫～11月9日㈰
■体験コーナー

○～楽しくプリザーブドフラワーアレンジ～
　12日㈰　13:00 ～15:00　【定員】10人　【参加費】2,500円
　【申込締切日】９日㈭　【持参物】はさみ
○親子のふれあいベビーマッサージ体験会
　15日㈬　10:30 ～11:00　【定員】親子４組　【参加費】500円
　【申込締切日】13日㈷　
　【持参物】バスタオル１枚、赤ちゃんの飲み物

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中!
問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ（☎24−3141）へ

光 10月の催しのまちステーションプラザ

市内の保幼小中高専の園児・児童・学生による特技発
表、屋外ではミニＳＬやモノレールなど乗り物がいっ
ぱい。屋内ではブロック遊びやマジカルカップづくり、
大型絵本、紙ブーメランなどで遊びましょう。

第12回　

阿南市こども
　フェスティバル

夢を広げよう！
さわって、つくって、楽しんで…

日時　10月26日㈰　9:30～14:00　※小雨決行
場所　阿南工業高等専門学校（見能林町）
内容　こどもの発表、こどものあそび、こどもの実験・観察、
　　　こどものものづくり、こどもの大型体験
※ 駐車場に限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。

問い合わせは　生涯学習課（☎22－3391）へ

入場
無料

日時　11月８日㈯　18:30～21:00（受付18:00）
場所　羽ノ浦公民館　調理室
対象　29歳以上49歳以下の独身男女
定員　男性12人　女性12人　※定員になり次第締切
内容　フードコーディネーターの田中美和さんが、恋のレシピで素

敵な出会いを演出する料理恋活。
参加費　男性2,000円　女性1,500円　受付期間　10月31日㈮まで　
申込方法　住所・氏名（フリガナ）・年齢・性別・連絡先を記入し、

電子メールでお申し込みください。
※申込後、３日経過しても返信メールが届かない場合は、お問い合せく

ださい。
メールアドレス　konkatsu@city.anan.tokushima.jp
問い合わせは　阿南de愛隊（ふるさと振興課内☎22−7404）へ

広げよう友達の輪！恋活料理教室

「恋するフォーチュンクッキング」第２弾！田中美和の

右
下
か
ら

（
☎
22

－

１
５
９
８
）
へ

中
小
企
業
向
け

融
資
制
度

　

県
内
全
域
の
中
小
企
業
者
等
の

皆
さ
ま
を
対
象
と
し
た
徳
島
県
中

小
企
業
向
け
融
資
制
度
「
緊
急
災

害
対
策
資
金
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

融
資
利
率　
２
・
15
％
→
１
・
70

％保
証
料
利
率　
０
・
45
％
～
０
・

85
％
→
０
・
20
％

取
扱
期
間　
10
月
31
日
㈮
ま
で

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
商
工
労

働
部
企
業
支
援
課
金
融
担
当
（
☎

０
８
８

－

６
２
１

－

２
３
１
８
）へ

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
の
お
知
ら
せ

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣

　

が
れ
き
の
除
去
、
ご
み
出
し
、

室
内
清
掃
等
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

生
活
福
祉
資
金【
災
害
特
例
貸
付
】

　

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
は
、

県
民
の
生
活
の
安
定
や
自
立
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
低
所
得
者
世

帯
に
対
し
必
要
な
生
活
資
金
等
を

低
利
ま
た
は
無
利
子
で
貸
し
付
け

る
制
度
で
す
。
必
要
な
方
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

対
象　
低
所
得
世
帯
（
台
風
被
害

で
住
宅
復
旧
や
家
財
の
購
入
が
必

要
な
世
帯
）

貸
付
内
容

・
貸
付
限
度
額　
３
０
０
万
円

・
利
子　
年
１
・
５
％

・
償
還
期
間　
７
年
以
内

申
請
期
間　
平
成
27
年
２
月
12
日

㈭
ま
で

申
請
に
必
要
な
も
の　
り
災
証
明

書
、
見
積
書
、
工
事
前
の
写
真
等

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
☎
23

－

７
２
８
８
）

へ
※
受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午

後
４
時
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）
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津
乃
峰
総
合
セ
ン
タ
ー
建
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

津
乃
峰
地
区
は
、
平
成
18
年
に
見
能
林
公

民
館
津
乃
峰
分
館
が
老
朽
化
と
耐
震
面
の
問

題
か
ら
２
次
避
難
所
と
し
て
の
指
定
を
解
除

し
た
こ
と
か
ら
、
新
た
な
避
難
所
の
設
置
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
最
大
津
波
深
等
が
見
直

さ
れ
、
平
成
24
年
11
月
に
公
表
さ
れ
た
津
波

浸
水
想
定
で
は
浸
水
深
が
４
メ
ー
ト
ル
か
ら

５
メ
ー
ト
ル
へ
と
大
き
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

津
乃
峰
地
区
の
津
波
避
難
困
難
地
域
に
お
け

る
１
次
避
難
所
も
併
せ
て
早
急
に
整
備
す
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

津
乃
峰
総
合
セ
ン
タ
ー
の
構
造
は
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
一
部
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
の
４
階
建
と
な
り
、
延
べ
床
面
積

は
約
１
０
９
４
平
方
メ
ー
ト
ル
。
災
害
時
に

は
１
次
避
難
所
、
２
次
避
難
所
と
な
り
、
常

時
は
防
災
ま
ち
づ
く
り
拠
点
と
し
て
利
用
で

き
る
複
合
施
設
と
し
て
、
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
事
業
を
活
用
し
て
整
備
を
行
い
ま

す
。

　

施
設
の
概
要
で
す
が
、
１
階
に
は
学
童
保

育
施
設
と
消
防
団
詰
所
、
２
階
と
３
階
に
は

見
能
林
公
民
館
津
乃
峰
分
館
を
配
置
し
、
そ

れ
ぞ
れ
独
立
し
た
出
入
口
を
設
け
ま
す
。
ま

た
、
屋
外
階
段
を
設
置
し
、
直
接
４
階
屋
上

へ
の
避
難
を
可
能
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
津

波
避
難
ビ
ル
と
し
て
の
機
能
も
備
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
８
月
15
日
に
建
築
工
事
の
入
札

を
行
い
、
落
札
業
者
と
仮
契
約
を
結
ん
で
お

り
、
平
成
28
年
４
月
に
運
用
開
始
で
き
る
よ

う
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

水
道
料
金
徴
収
等
業
務
の　
　

民
間
委
託
の
成
果

　

水
道
部
業
務
課
で
は
、
平
成
24
年
10
月
か

ら
株
式
会
社
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ
に
水
道
料
金
徴
収

等
の
業
務
を
委
託
し
、
民
間
の
滞
納
整
理
に

関
す
る
専
門
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
、

早
期
の
債
権
回
収
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
体

制
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
民
間
委
託

開
始
後
、
ま
も
な
く
２
年
が
経
過
い
た
し
ま

す
の
で
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
中
間
報
告
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
歳
出
面
に
つ
き
ま
し
て
、
平
成
25

年
度
の
業
務
委
託
料
２
７
９
３
万
円
に
対
し
、

人
件
費
の
削
減
額
が
年
間
２
１
０
０
万
円
と

見
込
ま
れ
る
た
め
、
差
し
引
き
６
９
３
万
円

の
増
と
な
り
ま
す
が
、
歳
入
面
に
お
き
ま
し

て
、
水
道
料
金
に
つ
い
て
、
現
年
度
分
、
過

年
度
分
を
合
わ
せ
て
約
３
千
万
円
の
収
納
効

果
が
あ
り
ま
し
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
水

道
事
業
会
計
で
の
成
果
と
し
て
、
年
間
約
２

３
０
０
万
円
の
費
用
対
効
果
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
経
済
効
果
と
い
た
し
ま
し
て
、
男

性
１
人
、
女
性
３
人
、
阿
南
市
の
方
が
採
用

さ
れ
た
こ
と
で
、
地
元
雇
用
の
促
進
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
電
話
の
応
対
や
窓
口
業
務
に
お

い
て
も
、
民
間
業
者
な
ら
で
は
の
「
き
め
細

や
か
で
丁
寧
な
対
応
」
が
ご
好
評
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
業
務
課
職
員
も
こ
の
よ
う
な
良

い
面
を
取
り
入
れ
て
、
来
庁
さ
れ
た
方
に

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
等
の
挨
拶
を
心
が
け
る
な
ど
、

相
乗
効
果
が
表
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

水
道
料
金
等
の
納
入
に
関
し
ま
し
て
は
、

利
用
者
の
負
担
の
公
平
性
と
納
期
限
内
に
納

入
す
る
秩
序
を
確
立
す
る
た
め
、
平
成
25
年

４
月
か
ら
料
金
滞
納
者
に
対
す
る
「
給
水
停

止
処
分
」
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後

も
、
水
道
等
利
用
者
の
生
活
実
態
を
十
分
に

見
極
め
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
措
置
を
継
続

し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
が
、
料
金
の
支
払

い
方
法
等
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
ご
相
談
を

お
受
け
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

阿
南
市
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ　
　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
あ
な
な
ん
」

　

７
月
市
長
定
例
記
者
会
見
で
「
ゆ
る
キ
ャ

ラ
Ⓡ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
４
in
あ
い
ち
」
へ

の
エ
ン
ト
リ
ー
を
宣
言
し
ま
し
た
。
同
時
に
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
「
あ
な
な
ん
」
に
関

す
る
情
報
を
ま
と
め
た
「
あ
な
な
ん
の
部

屋
」
お
よ
び
「
あ
な
な
ん
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」

の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、

「
あ
な
な
ん
」
の
人
気
度
ア
ッ
プ
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
９
月
２
日
か
ら
の

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
Ⓡ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
投
票
に
合

わ
せ
て
、
投
票
方
法
を
記
載
し
た
ポ
ス
タ
ー

や
チ
ラ
シ
を
作
製
し
、
市
内
の
小
・
中
・
高

等
学
校
へ
の
訪
問
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

通
じ
て
「
あ
な
な
ん
」
へ
の
投
票
を
呼
び
か

け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
あ
な
な
ん
」
の
知
名
度
を
県
内
外
で
高

め
、「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
Ⓡ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
上

位
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
は
、
市
民
が
一
体

と
な
っ
た
ま
ち
お
こ
し
の
原
動
力
と
な
る
と

と
も
に
、
阿
南
市
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

な
お
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

９
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

９
月
議
会
が
、
９
月
５
日
か
ら
24
日
ま
で
の
20
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
日
に
は
、
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
、
市
長
か
ら
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
す
。

今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

　

防
災
行
政
無
線
は
、
合
併
後
も
旧
１
市
２

町
そ
れ
ぞ
れ
の
設
備
を
使
用
し
て
き
て
お
り
、

市
役
所
か
ら
一
斉
に
放
送
が
で
き
な
い
こ
と

や
老
朽
化
に
よ
る
故
障
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、

平
成
24
年
度
か
ら
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

の
整
備
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
親
局
を
市
庁
舎
に
統
合
し
、

中
継
局
を
市
内
２
カ
所
に
設
置
し
た
ほ
か
、

順
次
、
遠
隔
制
御
局
お
よ
び
屋
外
拡
声
子
局

の
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
26

年
度
は
、
旧
阿
南
市
内
陸
部
の
残
り
の
遠
隔

制
御
局
と
屋
外
拡
声
子
局
の
整
備
を
行
い
、

市
内
全
域
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
方
式
に
よ
る

無
線
の
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の
特
徴
と
し
て
、

国
が
発
信
す
る
緊
急
地
震
速
報
な
ど
を
、
通

信
衛
星
を
経
由
し
て
瞬
時
に
住
民
に
伝
達
す

る
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
と
の
連
動
や
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
自
主
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
へ
の
テ

ロ
ッ
プ
挿
入
、
登
録
者
へ
の
メ
ー
ル
配
信
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
携
帯
３
社
同
時
配
信
、

電
話
で
放
送
内
容
の
確
認
が
で
き
る
電
話
応

答
サ
ー
ビ
ス
等
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
部
の
屋
外
拡
声
子
局
で
は
ア
ン

サ
ー
バ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
親
局
と
の
通
信
機

能
が
あ
り
、
子
局
の
故
障
を
親
局
で
把
握
で

き
る
ほ
か
、
子
局
に
よ
っ
て
は
雨
量
計
デ
ー

タ
や
カ
メ
ラ
に
よ
る
静
止
画
像
の
伝
達
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
付
属
の
外
部
接
続
箱
に
内
蔵
さ

れ
た
マ
イ
ク
か
ら
防
災
対
策
課
の
親
局
と
通

信
が
可
能
で
、
非
常
時
に
は
通
信
手
段
と
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ま
だ
戸
別
受
信
機
の
設
置
と
新
庁

舎
建
設
に
伴
う
機
器
移
設
作
業
が
残
っ
て
い

ま
す
の
で
、
新
庁
舎
高
層
部
完
成
後
に
防
災

対
策
機
器
室
へ
の
移
設
を
行
い
、
防
災
行
政

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
工
事
の
完
了
と
な
る
予

定
で
す
。

冊
子『
阿
南
市
の
先
覚
者
た
ち
』

（
第
一
集
）
の
発
刊

　
「
本
市
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
本

市
ゆ
か
り
の
先
覚
者
の
業
績
を
顕
彰
し
、
後

世
に
伝
え
る
こ
と
で
、
郷
土
愛
を
育
み
、
自

分
た
ち
の
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
も
ら

い
た
い
」

　

そ
ん
な
関
係
者
の
熱
い
思
い
が
実
り
、
こ

の
た
び
、
阿
南
市
文
化
協
会
創
立
20
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、
８
月
４
日
に
冊
子
『
阿
南

市
の
先
覚
者
た
ち
』（
第
一
集
）
が
発
刊
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
先
覚
者

に
光
を
当
て
、
調
査
・
研
究
の
う
え
執
筆
さ

れ
ま
し
た
先
生
方
や
発
刊
に
関
わ
っ
て
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
深
い
感
慨
を
覚

え
、
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
れ
ま
で
出
自

が
伏
せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
ハ
ン
セ
ン
病
作

家
・
北
條
民
雄
を
先
覚
者
の
１
人
と
し
て
取

り
上
げ
、
初
め
て
実
名
・
出
身
地
を
公
表
さ

れ
た
こ
と
で
す
。
９
月
22
日
に
生
誕
１
０
０

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
の
冊
子
が
世
に

送
り
出
さ
れ
た
こ
と
に
大
変
意
義
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

民
雄
の
代
表
作
と
も
い
え
る
『
い
の
ち
の

初
夜
』
は
、
文
學
界
賞
を
受
賞
し
、
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
作
中
で

「
人
間
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
に
、
絶
望

や
無
念
の
思
い
の
中
で
「
人
は
い
の
ち

0

0

0

そ
の

も
の
で
あ
る
」
と
書
き
綴
り
、「
生
き
る
」

こ
と
に
必
死
に
向
か
い
合
っ
た
民
雄
の
叫
び

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

私
自
身
、
こ
の
こ
と
を
広
く
市
民
の
皆
さ

ま
に
顕
彰
し
た
い
と
考
え
、
平
成
21
年
に
俳

優
・
原
田
大
二
郎
さ
ん
に
よ
る
人
権
啓
発
朗

読
会
を
開
催
し
、『
広
報
あ
な
ん
』
で
も
本

年
５
月
号
の
市
長
通
信
や
９
月
号
の
特
集
で

ご
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

来
る
９
月
21
日
に
は
、
北
條
民
雄
生
誕
１

０
０
年
を
記
念
し
て
、
民
雄
の
絶
望
と
愛
、

生
命
の
輝
き
を
克
明
に
描
い
た
『
火
花
』
の

著
者
、
髙
山
文
彦
さ
ん
を
お
招
き
し
、
市
内

で
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
髙
山
先
生
に
は
、

平
成
17
年
に
も
阿
南
ひ
ま
わ
り
会
館
で
ご
講

演
い
た
だ
き
大
き
な
感
動
を
呼
び
ま
し
た
。

郷
土
が
育
ん
だ
天
才
作
家
の
軌
跡
を
追
う
こ

と
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
方
に
大
き
な
誇
り
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『
阿
南
市
の
先
覚
者
た
ち
』
の
冊
子
は
、
市

内
の
小
中
学
校
に
も
配
布
さ
れ
て
お
り
、
今

後
は
教
育
現
場
に
お
い
て
も
大
い
に
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

阿
南
中
学
校
校
舎
改
築

　

建
築
後
40
数
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
に
加

え
、
耐
震
性
が
著
し
く
劣
っ
て
い
ま
し
た
旧

校
舎
を
改
築
す
る
た
め
、
第
１
期
工
事
と
し

て
、
お
よ
そ
21
億
７
千
万
円
を
か
け
、
昨
年

１
月
に
着
工
し
た
校
舎
棟
が
多
数
の
関
係
者

の
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

７
月
末
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
新
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
、
一
部
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３

階
建
、
延
べ
床
面
積
約
８
７
３
２
平
方
メ
ー

ト
ル
の
校
舎
と
、
鉄
骨
造
平
屋
建
、
延
べ
床

面
積
約
１
０
６
２
平
方
メ
ー
ト
ル
の
駐
輪
場

で
す
。
校
舎
は
上
か
ら
見
る
と
ロ
の
字
型
の

建
物
に
な
っ
て
お
り
、
中
庭
を
囲
む
よ
う
に

南
側
に
普
通
教
室
、
北
側
に
特
別
教
室
を
配

置
し
た
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
、
８
月
初
旬
に
は
旧
校
舎
か
ら
の

引
越
し
作
業
を
済
ま
せ
、
９
月
か
ら
の
新
し

い
校
舎
で
の
授
業
に
備
え
て
き
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
初
め
て
新
校
舎
に
入
っ
た

生
徒
た
ち
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

本
年
10
月
か
ら
は
第
２
期
工
事
と
し
て
、

旧
校
舎
の
解
体
除
却
工
事
に
取
り
か
か
り
、

来
年
１
月
頃
か
ら
は
体
育
館
の
改
築
工
事
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
仕
上

げ
と
な
る
第
３
期
工
事
で
は
旧
体
育
館
の
解

体
除
却
工
事
お
よ
び
運
動
場
な
ど
の
外
構
整

備
工
事
を
行
い
、
平
成
28
年
春
頃
に
す
べ
て

の
工
事
を
終
え
る
予
定
で
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨
部
分
の
み

掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
を
ご
覧
に
な
り
た
い

方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
後
日
作
成
す
る
市
議
会
会
議
録
は
市
立

図
書
館
等
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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政府調査団が加茂谷地区を視察
復興支援と早期築堤を強く要望

内閣府や県議会の調査団が加茂谷地区を訪れ、
台風11号による被害状況を確認しました。岩浅
市長は西村康稔内閣府副大臣に浸水時の写真を
示して被害の概況を説明した上で、那賀川本川
無堤地区解消等を訴える要望書を手渡しました。
加茂町委員長の町田治幸さん（76歳）は、「災害
ごみは撤去されても生活や農業再建はこれから。
早急に対策を講じてほしい」と話していました。

8/12

武蔵野大学生100人が
加茂谷で農業体験ボランティア

東京・武蔵野大学生による農業体験ボランティア
が８月18日から１カ月間、加茂谷地域で行わ
れました。大学が進めるキャリアデザインの一環
で、１年生100人が８班に分かれて５日間滞在
し、受入れ農家で災害ごみの撤去やすだちなど
の収穫を手伝いました。地元代表の山下和久さん

（細野町）は、「学生たちの活動力は予想以上で、
気持ちがこもっていました。この経験が人生の糧
になることを願っています」と話していました。

8/18

ニュースオアシス

徳島県議会県土整備委員会調査団に説明する岩浅市長
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駐屯地に響く歓声、はじける笑顔
那賀川夏まつりで隊員と交流

陸上自衛隊徳島駐屯地で「第31回那賀川夏まつ
り」が開催されました。会場では、子供向けプー
ルが開設されたほか、水鉄砲大会など多彩なフ
ィールドゲームが繰り広げられ、遊び足りない子
どもたちの歓声が響きました。水鉄砲大会で優
勝したチーム「フクズミベーカリー」の福住侑世
さん（12歳・那賀川町）は、「昨年のリベンジを
果たせてうれしい」と笑顔がはじけていました。

8/23

去りゆく夏の思い出をつくる
宝田花火大会

宝田青年会による「第６回宝田花火大会」が宝
田公民館周辺の田園地帯で行われました。宝田
花火大会といえば「音楽花火」。ディズニーアニメ
映画『アナと雪の女王』に使用された「Let It 
Go」などの楽曲に合わせ、およそ3,000発の花
火が打ち上げられました。ほかにも女性たちによ
るもち投げなどユニークな催しもあり、訪れた人々
は、去りゆく夏の思い出づくりを楽しんでいました。

8/30

男性の介護への参加を促す

男性を対象とした介護職員初任者研修が男女共
同参画室分室であり、市内在住の男性13人が受
講しました。この研修は、「日本女性会議〈男女
共同参画〉2013あなん」の継承事業として、「わ
くわく男女共同参画あなん2013協議会」が企画
したもので、介助者不足を背景に男性の介護参
加を促進しようと初めて開催されました。研修は
12月13日までの間、全43回131時間行われます。

8/27

25人が救命救急の知識深める

９月９日の「救急の日」を前に、心肺蘇生法など
を学ぶ上級救命講習が消防本部で行われ、25
人が救命救急の知識を深めました。参加者は、救
急隊員から自動体外式除細動器（AED）の使い
方や注意点などを学びました。濵㟢優貴さん

（21歳・向原町）は、「いつ病気やけがに遭遇する
かわかりません。こうした講習を受けておくことで
人命救助の一助になります」と話していました。

9/7
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あなんカルチャー

■ 「公方の遺した漢詩集」講演会
日時　11月３日㈷　13:30～14:30
場所　阿波公方・民俗資料館 2 階　研修室
講演　「公方の遺した漢詩集」近藤勝美さん（元館長）
定員　30人程度　　
受講料　無料（当日のみ入館料も無料）
申込方法　氏名、住所、電話番号を記入のうえ、
10月31日㈮までに、はがきまたはファクシミリで
お申し込みください。（当日消印有効）
申込み・問い合わせは
〒779‐1234　那賀川町古津339番地1　
阿波公方・民俗資料館（☎・FAX42－2966）へ

日時　11月30日㈰　14:00開演
場所　夢ホール（文化会館）
出演　小濱妙美（ソプラノ）
　　　小濱良子（ピアノ）
入場料　全席自由　一般1,000円、学生500円
曲目  第１部「ある晴れた日に」（蝶々夫人より）
　　　　　　「初恋」「小さな空」ほか
　　  第２部「歌に生き、愛に生き」（トスカより）
　　　　　　「セギディーリャ」（カルメンより）ほか
販売場所　文化会館、市民会館、情報文化センター、
小松島市ミリカホール、平惣書店（全店）、アピカ、
フジグラン阿南、黒崎楽器
※未就学児は入場できません。
※託児室あります。（１週間前までに要予約）
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■ よんでん文化振興財団助成事業
　 「Heartful Special 小濱妙美
　 Love ＆ Dream Concert」
　 チケット発売中

日時　12月14日㈰　13:30開演予定　
場所　コスモホール（情報文化センター）
募集数　公募による12組程度（応募多数の場合は抽選）
参加料・入場料　無料
参加資格　市内在住でロック・ポップス・フォーク
等の楽器演奏および歌唱される個人またはグループ
（市民１人以上含む）など
申込締切日　11月２日㈰
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■ 「第17回 クリスマスライブ」出演者募集

日時　10月13日㈷　17:30開演　
場所　市民会館　大ホール
入場料　全席指定　7,560円（当日500円増し）
※３歳未満入場不可。３歳以上有料
問い合わせは　市民会館（☎22－7000）へ

■ 葉加瀬太郎Best Acoustic Tour“エトピリカ”

日時　10月19日㈰　14:00開演
場所　夢ホール（文化会館）
入場料　1,000円（小学生以上）
出演　ギゼラ･マシャエキ=ベア（フルート）
　　　森美加（ピアノ）
　　　ままブラスanan maman
　　　阿南第一中学校吹奏楽部
曲目　「ウンディーネ」「リノスの歌」
　　　「ミスサイゴン」ほか
販売場所　夢ホールほか
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■ ままブラスとギゼラ・マシャエキ＝ベア
　 音楽会＆室内楽勉強会

月日
場所

10　月 11　月
23日㈭ 25日㈯ １日㈯ ２日㈰ ３日㈷ ４日㈫ ８日㈯ ９日㈰

文 化 会 館

美術展　9:00～17:00（３日は16:30まで）

音楽祭
10:30～16:00

舞踊祭
10:30～16:00

中学校音楽祭
10:00～15:00

学童展
9:00～17:00（９日は16:00まで）

華道展
9:00～17:00（３日は16:00まで） 人権教育コーナー

茶　会
10:00～16:00（裏千家） 阿南の夏まつり写真展

茶会
10:00～16:00
（表千家流）

市 民 会 館 小学校音楽会
9:00～12:30

ひ ま わ り 会 館 俳句大会
13:00～17:00

短歌大会
13:00～17:00

富 岡 公 民 館
寒らん展

9:00～17:00（３日は16:00まで）
学童展

9:00～17:00（９日は16:00まで）
勤労青少年ホーム展

ＪＡあなん駐車場
（領家町） 日本鶏展示会

美術展作品の受付・搬入　10月26日㈰　9:30～12:00（文化会館研修室）　　問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

秋の祭典  ｢第43回阿南市文化祭｣ のご案内
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元
阿
南
市
史
編
纂
室
室
長

古
川
良
夫
さ
ん

阿
南
市
域
の
自
然
環
境
と
植
生

　

阿
南
市
を
含
め
、
県
南
部
は
太
平
洋
側

気
候
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
そ
の
特
徴

は
気
温
が
高
く
、
降
水
量
が
多
い
こ
と
で

あ
る
。
特
に
、
年
間
平
均
気
温
は
和
歌
山

の
日ひ

の
み
さ
き

ノ
御
崎
と
伊
島
を
結
ぶ
線
上
が
年
平

均
摂
氏
16
度
で
、
亜
熱
帯
植
物
の
北
限
だ

と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
椿
町
蒲か

生も

田だ

・
伊
島
を
は
じ
め
、
阿
南
市
域
各
地

に
暖
地
性
・
亜
熱
帯
性
植
物
樹
林
が
見
ら

れ
る
。

　

阿
南
市
域
に
生
息
し
て
い
る
樹
木
（
植

生
）
の
分
布
を
見
る
と
、
常
緑
広
葉
樹
林

の
占
め
る
割
合
は
極
め
て
広
い
。
中
で
も
、

椿
町
尻し

り
ぐ
い杭
の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
の
群
生
、
富
岡

町
正
福
寺
山
・
新
野
町
平
等
寺
山
の
シ
イ

の
群
生
は
貴
重
な
自
然
環
境
で
あ
る
。

巨
樹
の
調
査
対
象
基
準

　

環
境
省
自
然
環
境
局
・
生
物
多
様
性
セ

ン
タ
ー
で
は
、
巨
樹
に
該
当
す
る
条
件
を

次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

　

地
上
か
ら
約
１
３
０
㌢
の
位
置
で
、
幹

周
り
が
３
０
０
㌢
以
上
の
樹
木
。
な
お
、

地
上
か
ら
約
１
３
０
㌢
の
位
置
に
お
い
て
、

幹
が
複
雑
に
分
か
れ
て
い
る
場
合
は
個
々

の
幹
周
り
の
合
計
が
３
０
０
㌢
以
上
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
の
主
幹
周
り
が
２
０
０
㌢

以
上
の
樹
木
。
こ
れ
ら
の
条
件
を
備
え
た

樹
木
を
巨
樹
と
呼
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
幹
周
り
が
３
０
０
㌢
に
満
た
な

い
が
、
阿
南
市
域
に
生
息
す
る
希
少
木
と

し
て
、
イ
ス
ノ
キ
・
ケ
ン
ポ
ナ
シ
・
ム
ク

ロ
ジ
・
ハ
マ
セ
ン
ダ
ン
・
ク
ス
ド
イ
ケ
・

ヤ
マ
モ
ガ
シ
・
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
が
あ
る
。

そ
の
他
、
新
野
町
貞さ

だ
の
ぶ信

に
は
、
推
定
樹
齢

３
５
０
年
の
エ
ノ
キ
が
あ
り
、
古
く
か
ら

名
木
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

阿
南
市
域
の
巨
樹
に
つ
い
て

　

昭
和
63
（
１
９
８
８
）
年
度
環
境
省
の

「
巨
樹
・
巨
木
林
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
」

に
よ
る
と
常
用
広
葉
樹
林
・
落
葉
広
葉
樹
・

針
葉
樹
の
85
本
の
巨
樹
が
記
載
さ
れ
、
全

国
96
位
だ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
潜
在
自

然
植
生
（
そ
の
土
地
・
環
境
に
ふ
さ
わ
し

い
樹
木
）
が
59
本
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
巨
樹
の
86
％
を
、社し

ゃ
そ
う叢

（
鎮
守
の
森
）

に
生
息
す
る
樹
木
が
占
め
て
お
り
、
社
叢

の
樹
木
が
大
事
に
保
護
さ
れ
て
来
た
の
が
、

よ
く
分
か
る
。
そ
の
な
か
で
、
土
地
本
来

の
主
木
と
考
え
ら
れ
る
樹
木
の
種
類
は
、

ク
ス
ノ
キ
・
タ
ブ
ノ
キ
・
ス
ダ
ジ
イ
・
ホ

ル
ト
ノ
キ
・
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
等
の
常
緑
広
葉

樹
林
で
あ
る
。

　

阿
南
市
に
は
、
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
る
樹
木
・
樹
木
の
群
生
が
多
く
存

在
す
る
。
そ
の
内
訳
は
、
国
指
定
が
１
件
、

県
指
定
が
２
件
、
市
指
定
が
15
件
で
あ
る

（
２
０
１
４
年
現
在
）。

　

今
、
世
界
で
は
貴
重
な
植
物
が
環
境
悪

化
に
よ
り
、
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
阿
南
市
域
の
植
物
の
中
に
も
、

絶
滅
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
も
の
が

存
在
す
る
。
私
た
ち
は
身
近
な
自
然
環
境

を
守
り
、
自
然
と
共
存
す
る
地
域
づ
く
り

の
実
現
を
め
ざ
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

科
学

皆
既
月
食
観
望
会（

有
料
・申
込
不
要
）

　

皆
既
月
食
が
見
ら
れ
る
の
は
お
よ
そ
３
年

ぶ
り
。
こ
の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
。

日
時　
10
月
８
日
㈬　

午
後
６
時
～
10
時

内
容　
小
型
望
遠
鏡
や
大
型
望
遠
鏡
を
使
っ

て
月
食
の
観
望
を
行
い
ま
す
。

※
月
が
欠
け
始
め
る
の
は
午
後
６
時
14
分
頃

で
、
皆
既
月
食
と
な
る
の
は
午
後
７
時
24
分

頃
で
す
。

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

参
加
方
法　
当
日
、
午
後
７
時
30
分
ま
で
に

科
学
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
受
付

は
午
後
５
時
30
分
か
ら
行
い
ま
す
。

※
悪
天
候
時
は
中
止
し
ま
す
。

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

10
月
の
休
館
日

６
日
㈪
、
14
日
㈫
、
20
日
㈪
、
27
日
㈪

イ
ス
ノ
キ
（
ひ
ょ
ん
の
笛
）

　
７
月
17
日
に
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
講
師
の

方
に
、
ご
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

阿
南
市
の
巨
樹
の
実
態
と

絶
滅
危
惧
種

第
３
回 阿

南
市
文
化
財
講
座

平成26年度
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が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域

伝
説
も
、
見
る
人
に
興
を
添
え
て

い
る
。
く
わ
し
く
知
り
た
い
方
は
、

平
成
24
年
の
広
報
あ
な
ん
11
月
号

で
特
集
し
て
い
る
の
で
、
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
加
茂
谷
地
区
の
知
ら

れ
ざ
る
宝
物
、
カ
タ
ツ
ム
リ
の
新

種
で
あ
る
ア
ナ
ン
ム
シ
オ
イ
ガ
イ

が
水
井
地
区
で
発
見
さ
れ
た
こ
と

も
、
話
題
を
集
め
て
い
る
。

　

８
月
に
は
、
東
京
の
武
蔵
野
大

学
の
学
生
約
１
０
０
人
に
よ
る
農

業
体
験
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
予
定

さ
れ
て
い
た
が
、

台
風
11
号
の
被

害
が
大
き
く
、

一
度
は
中
止
に

な
り
か
け
た
。

し
か
し
、
学
生

さ
ん
た
ち
の
強
い
希
望
で
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
地
元
住
民

と
若
者
の
心
温
ま
る
交
流
が
始
ま

っ
た
。
学
生
さ
ん
た
ち
に
は
心
か

ら
の
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
過
疎
地
域

で
あ
る
加
茂
谷
の
新
し
い
出
発
点

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

次
回
は
、
橘
町
の
児
玉
ミ
ヤ
ヱ

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

阿
南
市
春
季
短
歌
大
会
選

短
　
歌

入
選　
　
　
　
　
　

	

川
口　

節
子

雨
の
中
ど
っ
と
開
き
し
木
蓮
の
風
に
の
り
来
る
白
き

さ
ざ
め
き

　
　
　
　
　
　

	

森　
　

歌
子

柔
ら
か
な
春
陽
に
花
壇
の
土
匂
い
温
も
り
持
ち
つ
つ

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
咲
く

　
　
　
　
　
　

	

宮
本
久
美
子

春
の
風
桜
開
花
も
ま
ぢ
か
な
り
消
費
増
税
ド
ア
こ
じ

あ
け
る

　
　
　
　
　
　

	

吉
形　

和
恵

帰
省
子
の
儀
式
と
な
り
し
柱
傷
止
ま
り
し
背
丈
今
年

も
計
る

　
　
　
　
　
　

	

井
坂　

季
子

亡
き
夫
は
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
人
だ
っ
た
草
引
く
吾
に

「
奥
さ
ん
コ
ー
ヒ
ー
」

　
　
　
　
　
　

	

湯
浅
佐
智
子

ピ
チ
ピ
チ
の
白
魚
瞬
時
口
に
入
れ
春
の
躍
動
舌
に
転ま

ろ

ば
す

　
　
　
　
　
　

	

程
野　
　

茂

わ
が
足
に
合
わ
せ
し
草
履
二
足
編
み
片
道
六
里
の
遠

足
に
ゆ
く

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

鎌
矢
美
代
女

秋
暑
し
好
み
の
服
の
色
褪
せ
て

　

今
年
、
四
国
遍
路
は
開
創
１
２

０
０
年
を
迎
え
、
活
気
づ
い
て
い

る
。
私
た
ち
の
住
む
加
茂
谷
地
区

に
も
、
弘
法
大
師
ゆ
か
り
の
古
道

「
か
も
道
」
が

あ
り
、
多
く
の

人
が
足
を
運
ん

で
い
る
。

　

か
も
道
は
、

四
国
最
古
の
遍

路
道
と
い
わ
れ
、

道
沿
い
に
は
南

北
朝
時
代
の
丁
石
や
三
十
三
観
音

菩
薩
像
を
祭
っ
た
石
室
が
あ
り
、

歩
く
人
は
手
に
触
る
こ
と
も
で
き

る
。

　

ま
た
、
高
さ
約
２
メ
ー
ト
ル
50

セ
ン
チ
も
の
「
に
じ
り
石
」
は
、

一
宿
寺
か
ら
太
龍
寺
の
方
角
へ
、

今
も
上
へ
と
に
じ
り
な
が
ら
移
動

し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
弘
法
大

師
拳け

ん

石せ
き

は
、
何
ト
ン
も
あ
る
石
が

転
げ
て
き
た
時
、
弘
法
大
師
が
左

手
一
発
で
止
め
た
と
い
わ
れ
、
実

際
に
左
手
が
石
に
め
り
こ
ん
だ
跡

　
　

阿
部
ま
す
み

貝
殻
で
砂
に
書
く
文
字
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本　

治
平

木こ

下し
た

闇
苔
む
す
墓
や
高
野
山

　
　
　
　
　
　
　
　

喜
来
富
士
子

山
清
水
だ
れ
に
も
遇
わ
ぬ
木
の
根
道

　
　
　
　
　
　
　
　

富
永　

恵
女

ラ
ン
タ
ン
を
み
や
げ
に
貰
い
虫
送
り

　
　
　
　
　
　
　
　

大
平　

夏
子

白
木む
く
げ槿
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
斑
苔

宮
崎
三
千
代

方
丈
の
軒
先
に
蝉
生
ま
れ
た
て

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

栄
子

山
門
も
樹
下
も
涼
し
き
古こ

刹さ
つ

か
な

市
瀬　

和
子

変
ら
ざ
る
ひ
と
日
始
ま
る
蝉
し
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　

小
谷　

史
井

百
姓
市
西
瓜
の
並
ぶ
荒
筵む
し
ろ

阿
南
川
柳
会
髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

岡
本　

福
笑

満
腹
と
箸
は
置
か
ず
に
手
が
伸
び
る

　
　
　
　
　
　
　
　

西
田　

修
身

高
鼾い
び
きこ

れ
ぞ
我
が
家
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
つ
た
え

ち
ぐ
は
ぐ
に
見
え
る
衣
装
で
若
返
る

　
　
　
　
　
　
　
　

臣
守　

愛
香

気
楽
で
す
我
が
家
は
ど
こ
も
自
由
席

　
　
　
　
　
　
　
　

滝
川　

太
郎

お
っ
さ
ん
も
心
美
人
に
ほ
だ
さ
れ
る

481

市
民
文
芸

古
道
・か
も
道
と

加
茂
谷
の
現
状

吉井町
片山　要さん
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阿南市立図書館だより

10月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00
土日は17:00まで

☆ 休 ★ ☆ 休 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 ◎ ☆ 休 ◆

◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 ☆ 休 休

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会（阿南10：30～　那賀川11：00～　羽ノ浦14：00～）　★…ぴよちゃんくらぶ（10：30～）
◎…中学生によるピアノ演奏（10:00～約10分間）    ◆…阿波公方の苑美化作業（8：30～）雨天の場合は19日㈰に延期

ピアノやヴァイオリンの生演奏を聴きながら、えほんのス
ライド映写と朗読を楽しむコンサートです。ひらけ、えほ
んと音楽の玉手箱！

日　時　11 月１日㈯　13：30 ～（開場13：00）
場　所　コスモホール　（情報文化センター）
プログラム　『どうぞのいす』　香山美子 / 作　柿本幸造 / 絵　

　　　　『きたかぜとたいよう』　バーナデット ･ ワッツ/ 再話・絵

　　　　『あがりめ さがりめ』　ましませつこ / 絵　

　　　　うた『ｱﾅと雪の女王ﾒﾄ゙ ﾚｰ』『おもちゃのﾁｬﾁｬﾁｬ』ほか

定　員　550人（先着順）
入場料　無料（※整理券が必要）
整理券配布　10月10日㈮から
　　　　阿南図書館、那賀川図書館
　　　　羽ノ浦図書館にて
問い合わせは　
阿南図書館 （☎23－2020）へ

問い合わせは　那賀川図書館（☎42－3111）へ

移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
  2日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
  8日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 15:00～15:30
  9日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

10日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

16日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30
大 潟 分 館 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
17日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中央病院阿南荘前 13:30～14:00
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

23日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

10 月の巡回日程

えほんの世界がどんどんひろがる
Kid's コンサート ～みて！きいて！感じて！～　

阿南図書館　☎23－2020　　那賀川図書館　☎42－3111　　羽ノ浦図書館　☎44－2100

あなん図書館まつり2014あなん図書館まつり2014
スペシャルおはなし会のお知らせ

○羽ノ浦図書館
　日　時　10月25日㈯　14:00～
　場　所　視聴覚室（情報文化センター３階）
　演　目　大型絵本『しりとりのだいすきなおうさま』
　　　　　エプロンシアター『あわぶくかいじゅうモク

モクだい！』　ほか
○阿南図書館
　日　時　10月26日㈰　10:30～
　場　所　視聴覚室
　演　目　人形劇『まんまるパン』
　　　　　くじびき　ほか

あなん図書館まつり2014
「読んでみん？みんながすすめる本」展
日　時　10月11日㈯～30日㈭
場　所　那賀川図書館　市民ギャラリー

「とくしまの子どものためのブックリスト100」に掲載され
た本のコメント・POP の受賞作品を展示します。

入場無料・申込不要
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市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

第40回「春日野まつり」 
日時　10月12日㈰　8:30～22:00
場所　春日野体育館、春日野グラウンド周

辺（羽ノ浦町）
内容　【体育館での催し】

8:30～芸能大会（お楽しみ抽選会）
【グラウンドでの催し】
13:00～パットライス無料配布、
「あめご」つかみ取り大会、ビンゴ
ゲーム、子どもとお年寄りの輪投げ、
もち投げなど
※夜店もたくさん出ます。

問 春日野まつり実行委員会
 　船田（☎ 090－1575－1630）へ

第33回徳島矯正展 
受刑者が１日も早い更生復帰をめざして技
術の習得に励み、真心を込めて制作した作
業製品を展示・販売します。
日時　10月18日㈯　9:00～15:30
場所　徳島刑務所（駐車場約 300台）
内容　所内参観等各種イベント、ビデオ放
映、性格検査の実施、受刑者の文芸作品等
の展示、刑務所作業製品展示・販売
問 徳島刑務所企画部門
　 （☎088－644－0114）へ

初心者向け「パソコン教室」
【インターネット講座】（①②各回定員18人）
　11月１日㈯、２日㈰、８日㈯
【作品作り講座】（①②各回定員18人）
　11月9日㈰、15日㈯、16日㈰
【デジカメ講座】（①②各回定員18人）
　11月22日㈯、23日㈷、29日㈯
時間　①13:00～14:50　②15:00～16:50
場所　情報文化センター（羽ノ浦町）
受講料　2,100 円（３回分）
　　　　※テキスト代含む
※くわしくは、お問い合わせください。
問 ＮＰＯ法人いきいきネット
　 徳島県南支部事務局　庄野
 　（☎090－2780－3200）へ

出張労働相談会（無料）

日時　10月5日㈰　13:00～16:00
　　　（受付：12:45～15:30）
場所　ひまわり会館 2階　研修室うめ
内容　解雇、賃金未払い、配転などの労使

間トラブル
相談員　弁護士など県労働委員会委員
※申込みは不要ですが、事前予約（10月３
日㈮18：00まで）も可能です。
問 徳島県労働委員会事務局
　 （☎088－621－3234）へ
 　※土・日・祝日を除く

県立南部テクノスクール
職業訓練生募集 
【介護初任者研修科２】
内容　徳島県介護職員初任者研修課程
定員　15人
訓錬期間　11月12日㈬～
　　　　　平成27年２月10日㈫
※土・日・祝日・年末年始は休校
訓練時間　9:15～16:35
場所　日和佐総合体育館、道の駅日和佐
受講料　無料（テキスト代は自己負担）
申込期間　10月23日㈭まで
申込方法　居住地を所管する公共職業安定

所へお申し込みください。
問 公共職業安定所または南部テクノスク
ール（☎26－0250）へ

ポリテクセンター徳島
職業訓練生募集
募集訓練科

▼溶接加工科（６カ月）
　訓練期間　12月１日㈪～５月29日㈮

▼電気設備科（デュアル７カ月）
　訓練期間　12月１日㈪～６月30日㈮
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし

ている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　10月１日㈬～11月４日㈫
問 ポリテクセンター徳島
　 （☎088－654－5102）へ

高校生のための英語活動ひろば
ＡＣＥ(エース) 
日時　10月12日㈰　14:00～16:00
　　　（２カ月に１回活動しています）
場所　富岡公民館１階　図書室
対象　高校生　　参加費　無料
問 英語活動ひろばACE事務局　土井
　 （☎23－5875）へ　※19:00 以降

第２回　本庄教育集会所
人権フェスティバル
日時　11月１日㈯　11:00～14:00
場所　本庄教育集会所（長生町）の
　　　グラウンド
内容　人権コンサート、手話コーラス、ゲ

ーム、生け花展示、模擬店ほか
※わたがし、ポップコーン、コーヒーゼリ
ー、ホットコーヒーを無料で配布します。

※先着200人に粗品進呈。
問 本庄教育集会所（☎23－2219）へ

那賀川源流コンサート 
那賀川の上流から下流までの流域住民の交
流促進を願って開催します。
日時　10月26日㈰　9:30～12:00（予定）
場所　四季美谷温泉前広場
※阿南市役所横見駐車場から無料送迎あり
（先着順）
※コンサート出演者、参加者募集に関する
情報はホームページをご覧ください。

http://www.skr.mlit.go.jp/nakagawa/
問 那賀川河川事務所　調査課
　 （☎22－6562）へ

法の日週間行事　無料法律相談
日時　10月８日㈬　午前   9:30～12:00

午後 13:00～15:30
場所　徳島地方・家庭裁判所
定員　50人（午前25人、午後25人）
※定員に達した時点で受付を終了します。
相談担当者　弁護士
相談時間　１人あたり約20分
※事前に電話でお申し込みください。
問 徳島地方裁判所事務局総務課庶務係
　 （☎088－603－0111）へ

羽ノ浦中学校マンドリン部
第23回定期演奏会 
日時　10月12日㈰　14:00開演
場所　コスモホール（情報文化センター）
曲目　昭和歌謡メドレー、ディズニーメド

レー、J-pop メドレーなど、さまざ
まなジャンルの曲を演奏します。

※入場無料
問 羽ノ浦中学校（☎44－2045）へ

●ファミリーデイキャンプ
日時　10月19日㈰、11月16日㈰　
　　　10:00～15:00（日帰り）
内容　野外料理、クラフトなど
参加費　中学生以上　2,000円
　　　　幼児、小学生　1,000円

●秋のわくわくキッズキャンプ
対象　小学生
日時　11月８日㈯～９日㈰　１泊２日
内容　日の出ハイキング、野外料理など
参加費　 ▼道の駅《公方の郷なかがわ》集
合10,000円 ▼YMCA集合9,700円

問 ＹＭＣＡ阿南国際海洋センター
　 （☎33－1221）へ

YMCAイベント参加者募集
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。12月号の締め切りは10月31日㈮です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

司法書士による
「法の日」を記念した相談会
日時　10月3日㈮　
　　　午前の部　10:00～12:30
　　　午後の部　12:30～15:00
場所　ひまわり会館２階　研修室うめ
問 徳島県司法書士会
 　（☎088－622－1865）へ

スポーツいきいき
交流大会
日時　10月19日㈰　9:30～11:30
場所　那賀川スポーツセンター
内容　親子のふれあい運動遊び、健康体操、

太極柔力球、バドミントン、コンデ
ィショニングケア

参加費　無料
持参物　飲み物、タオル、体育館シューズ
※運動のできる服装でお越しください。
問 Rex なかがわ（那賀川スポーツセンタ
ー内☎42－0390）へ

第３回阿南市会長杯
ミックスバレーボール大会
日時　11月16日㈰　9:30～開会式
場所　スポーツ総合センター
種目　９人制　男女フリー
チーム構成　監督１人、コーチ１人、マネ
ージャー１人、選手６人～12人（男女不問、
学生は高校生以上）
特別ルール　男性の攻撃は、アタックライ
ンの後ろからのみとする
参加料　１チーム4,000円（当日集金）
問 阿南市バレーボール協会事務局
　 近藤（☎090－1579－4732）へ

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会
日時　10月11日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
　 （☎088－626－2083）
　 土・日曜日は地域会員　花野
 　（☎090－3787－0305）へ

若者の就労相談会 （予約制）

働いておらず、職業訓練も学校も行ってい
ない若者の働くことに関する相談に応じま
す。（家族からの相談も可）
日時　10月９日㈭、23日㈭ 
　　　13:00 ～ 17:00
場所　文化会館１階　工芸室
問 とくしま地域若者サポートステーション
 　（☎088－602－0553）へ

多重債務でお悩みの方に 
四国財務局には、借金を抱え悩んでおられ
る方々のための「相談窓口」を開設してい
ます。一人で悩まずご相談ください。必要
に応じて弁護士・司法書士など、法律専門
家への引継ぎも行っています。
相談料　無料
受付日　月曜日から金曜日（祝日および

12/29～1/3 を除く）
問 四国財務局　多重債務者相談窓口
　 （☎087－831－2155）へ

親子茶道教室
日時　10月5日㈰　9:00～12:00
場所　夢ホール　和室
参加費　500円
問 伊勢田宗鶴（☎090－7628－1032）へ

ＪＩＣＡボランティア募集 
あなたの技術・経験を開発途上国で生かし
てみませんか。現地の人 と々の協働で、人づ
くり、国づくりを支援します。
①青年海外協力隊
　日系社会ボランティア
②シニア海外ボランティア
　日系社会シニア・ボランティア
対象　①満20歳～39歳
　　　②満40歳～69歳
　　　※いずれも日本国籍を持つ人
募集期間　10月1日㈬～11月4日㈫
応募書類配布場所　JICA 四国、徳島県国
際交流協会、市役所
問 JICA 四国（☎087－821－8824）へ

終戦当時の引揚者の方々へ
税関では、お預かりしている次の通貨・証
券などをお返ししています。

▼終戦後、外地から引き揚げてこられた方
で、上陸港の税関・海軍局に預けられた
通貨・証券など

▼外地の集結地において、領事館などに預
けられた証券などのうち、日本に送還さ
れたもの
返還の申し出　本人または家族の方
問 小松島みなと合同庁舎内
 　小松島税関支署
　 （☎0885－32－0326）へ

親子のふれあい
ベビーマッサージ教室 
日時　10月14日㈫　10:00～11:00
場所　中野島公民館
定員　親子10組　参加費　500円
持参物　バスタオル１枚、赤ちゃんの飲み

物
※要予約
問 ＮＰＯ法人ロイヤルセラピスト協会
　 指定スクール Romaly　金光
　 （☎090－9455－3937）へ

合気道教室練習生募集
合気道を学びながら日本武道の礼儀や心を
養ってみませんか。子どもたちの強く、優
しく、たくましい心と身体の育成を願って
教室を開いています。
対象　5歳～15歳
稽古日時　毎週金曜日　19:00～20:00
場所　武道館（大潟町）
受講料　月額2,000円
※別途入会金2,000が必要です。
問 合気道敷島塾阿南道場　川越
 　（☎49－4077）へ

映画
『ハナ～奇跡の
46日間～』
卓球というスポーツの醍

だい
醐
ご
味
み
と感動が一本

の映画に凝縮された、スポーツ娯楽の傑作 !!
日時　10月12日㈰
　　　①10:30～　②14:00～
場所　文化会館（夢ホール）

入場料 前売り 当日
シニア 1,000円 1,100円

一般・大学生 1,300円
小・中・高生 － 500円

問 あなんで映画をみよう会　阿部
　 （☎090－2788－5465）へ
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検診内容　胃がん、肺がん、前立腺がん、肝炎ウイルス、
　　　　　大腸がん検診 （※要予約、採便容器提出は検診当日のみ受付）
検診日程　10月  7日㈫、28日　ひまわり会館　※歯周疾患検診も実施。
　　　　　    　13日㈷　羽ノ浦公民館
受付時間　9:00～10:00
※集団検診でがん検診を受けられる場合は、検診日 2週間前までに総合
健診センター（☎088－678－7128）へお申し込みいただくと、問診
票等が自宅に届きます。

問 保健センター（☎22－1590）へ

健康いきいき情報

集団の婦人がん検診

かもだ岬温泉まつり

検診内容　
・乳がん（要予約／保健センターへ）
・骨粗しょう症検診
日時　10月15日㈬
　　　受付　9:00～10:00、13:00～14:30
場所　ひまわり会館
問 保健センター（☎22－1590）へ

先着100人を対象に阿南の特産品が当たる抽選会、15時か
ら中学生以下の方を対象に「あななん」グッズが当たるビン
ゴゲームを実施します。

日時　10月25日㈯　10:00～16:00
入浴料　通常の半額（阿南市内の方のみ）
※住所が分かるものをご持参ください。
問 かもだ岬温泉保養センター（☎21－3030）へ

10月の休館日　６日㈪、14日㈫、20日㈪、27日㈪

ザ・男の料理教室
日時　10月30日㈭　10:00～13:00
場所　ひまわり会館３階　グルメルーム
対象　市内在住の40歳以上の男性
定員　20人（申込順）
内容　講話と調理実習
参加費　400円（調理実習費）
申込締切日　10月23日㈭
問 保健センター（☎22－1590）へ

健康相談 ・栄養相談
日時　10月３日㈮　10:00～11:00
場所　ひまわり会館
内容　血圧測定、検尿、体組成の測定、個

別健康相談、介護の相談、栄養相談
コーナー

対象　市内在住の方
持参物　健康手帳、健診・血液検査の結果

など
問 保健センター（☎22－1590）へ

医療機関の大腸がん検診
実施期間　10月１日㈬～12月15日㈪の診

療時間内
実施場所　市内医療機関
対象　市内在住の 40歳以上の方
費用　1,100円
検診に必要なもの
・がん検診の受診券(6月末に郵送済み)
・健康保険等被保険者証
・自己負担金
・健康手帳(持っている方)
阿南市健康保険加入者、高齢受給者、後期
高齢者医療制度加入者の方は健康保険等被
保険者証をお持ちになれば無料になります。
また、大腸がん検診無料クーポン対象者は
クーポン券をお持ちになれば無料になりま
す。くわしくは、広報あなん７月号または
がん検診等受診券をご覧ください。
問 保健センター（☎22－1590）へ

阿波踊り体操教室
日時　10月９日㈭　10:00～11:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、
　　　　健康手帳（無い方は交付します）

あなたのまちで
阿波踊り体操をしてみませんか？
阿波踊り体操指導員があなたのまちにいつ
でもお伺いします。くわしくは、保健セン
ターへお問い合わせください。
問 保健センター（☎22－1590）へ

集団検診を実施します （胃がん・肺がん等）

水痘（水ぼうそう）の予防接種が
10月から定期予防接種になります
対象となる１歳～３歳未満の方と、３歳～
５歳未満の方（平成26年度のみ）には、
９月下旬に予診票をお送りしています。

①１歳～３歳未満の方
接種回数　２回
接種間隔　３カ月以上の間隔をあけて接種
（６月～12月の間隔が標準です）
対象期間　３歳の誕生日の前日まで

②３歳～５歳未満の方
接種回数　１回
対象期間　平成27年３月31日まで（平成
26年度中に５歳になる方は５歳の誕生日
の前日まで）

ご注意ください
今までに水痘にかかったことがある方は対
象外となります。また、１回でも接種した
ことがある方はその回数分を接種したとみ
なします。お子さんの生年月日によっては
接種期間が短くなっています。

問 保健センター（☎22－1590）へ

高齢者の肺炎球菌ワクチンが
定期予防接種になります
このワクチンで日本人の死因第 3位であ
る肺炎を予防、または重症化を防ぐことが
できます。対象となる方（①の方のみ）へ
は、９月下旬に予診票をお送りしています。
対象　
①平成27年３月31日までに次の年齢に達
する方
65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、
90歳、95歳および100歳以上の方
②60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓、
呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイル
スによる免疫機能に障害を有する方
※②の方は、事前に医師に相談してくださ
い。
接種期間　10月１日～平成27年３月31日
接種費用　4,000円
接種方法・必要なもの
対象の方にお送りしている予診票、接種済
証と接種費用をお持ちのうえ、事前に予約
して医療機関を受診してください。
ご注意ください
現在行っている成人用肺炎球菌ワクチンの
接種助成制度（助成額2,000円）は、平成
26年度で終了します。

問 保健センター（☎22－1590）へ

 献血にご協力ください（10月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

29日㈬ フジグラン
阿 南 領 家 町 10：00～12：30

※ 400ml 献血のみの実施です。
※一般の方のご協力よろしくお願いします。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ
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10月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

  7日㈫　芝人形を作ろう
14日㈫　おはなしのポケット
21日㈫　阿南市子育て支援合同運動会

※要予約
28日㈫　お誕生会

日本 3Ｂ協会の講師による親子
ふれあい体操

にこにこひろば� ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日  8:30〜12:00
� 14:00〜15:30

  7日㈫　運動会ごっこ
14日㈫　栄養指導
16日㈭　子育て講座
21日㈫　阿南市子育て支援合同運動会

※要予約
28日㈫　お誕生会

ふれあいひろば� ☎28−1725

橘こどもセンター　� 平日  9:00〜14:00

  7日㈫　親子ふれあい健康体操
14日㈫　おはなしのポケット
21日㈫　阿南市子育て支援合同運動会

※要予約
28日㈫　お誕生会

なかよしひろば� ☎21−2002

平島こどもセンター� 平日  9:00〜14:00

  3日㈮　「暮らしの中で育てる言葉」
    　　　講師：言語聴覚士　吉良明美さん
  7日㈫　「カレー作りとアレルギーを考え

たおやつ」
講師：管理栄養士　佐々木さおりさん

10日㈮　戸外で遊ぼう
17日㈮　おはなしをきこう
21日㈫　阿南市子育て支援合同運動会

※要予約
24日㈮　保健師による身体計測

※母子手帳持参
28日㈫　お誕生会
14日㈫、31日㈮　うたって遊ぼう

みんなのひろば� ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9:00〜14:00（お弁当タイム11:45〜）

（※要予約）
  2日㈭　英語であそぼう
  3日㈮　高齢者とのふれあい会※
    　　　防災教室
  8日㈬　ミュージックケア乳児※
14日㈫　発育計測
16日㈭　ミュージックケア幼児※
17日㈮　動物ふれあい教室
20日㈪　健康相談・発育計測
21日㈫　親子いもほり体験※
    　　　雨天順延（22日および23日）
24日㈮　おはなしころりん
27日㈪　臨時休園
29日㈬　お誕生会
行事によっては有料・申込み制となります
のでくわしくはお問い合わせください。
問 那賀川子育て家庭支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば� 平日 9:00 〜 16:00

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　９:30～11:30
日程　  8日㈬　桑野公民館
　　　15日㈬　加茂谷公民館
　　　22日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
3日㈮､10日㈮､14日㈫､21日㈫、24日㈮､
31日㈮
問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南
10月

おはなしひろば
親子で気軽にお越しください。
日時　10月18日㈯　14:00～15:00
場所　岩城クリニック3階　保育室
内容　絵本の読み聞かせ、出し物、
　　　手作りおやつの提供もあります。
問 岩城クリニック病児病後児保育専用
　 坂東（☎080－1998－7476）へ

病児病後児
保育だより

秋休みの楽しいひととき、名店のうどん作
りを親子で体験してみませんか。
日時　10月10日㈮　10:30～13:00
場所　よんでんエネルギープラザ阿南

２階（現地集合・解散）
対象　小学生とその保護者
定員　10組（申込順）
参加費　1組300円（材料費の一部）
持参物　エプロン、三角巾

会員の登録出張所を開設します
阿南市健康まつりの会場で会員登録を受け
付けます。来場者には粗品を差し上げます。
日時　10月19日㈰　9:30～12:00
場所　ひまわり会館１階 すこやかルーム

問 阿南ファミリーサポートセンター
　 （☎24－ 5550）へ

おいしい！たのしい！
親子うどん作り体験！

A さん　この間、久しぶりに押し入れを
掃除したのよ。そしたらね、ヒ
ロキが小さかった頃のアルバム
が出てきてね、とっても懐かし
かったわ。

B さん　あぁ。それ分かるわ。そんなも
の見つけたら、掃除の手も止ま
ってしまうでしょ。

A さん　そうなのよ。しばらくあの子が
小さかった頃の写真を眺めてし
まって、掃除ができなかったわ。

B さん　子どもが小さかった頃は、かわ
いかったわよねぇ。A さんは、
ヒロキ君が生まれた時、どんな
こと思った？

A さん　生まれてきてくれてありがとう
っていうことと、元気に育って
ほしいってことだけを思ってた
気がするわ。

B さん　私もそうだったわ。それなのに、
少し大きくなったら優しい子に
なってほしいって思い、小学校
に入ったら勉強ができる子にな
ってほしいと思い、サッカー部
に入ったら上手になってほしい
って思い、だんだん子どもに望
むものは増えてきたわね。

A さん　ほんと、親って欲張りよね。で
も、生まれた頃に思った気持ち
を時々思い出すと子どもに少し
優しくなれる気がするわ。

B さん　そうね。今日はうちの子のこと
も生まれてきてくれてありがと
うって気持ちで見てみるわ。

学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ
－生まれた時は－

て ひ ろば育子
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「
お
は
よ
う
」

「
校
長
先
生
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
今
日
も
元
気
か
ー
」

「
は
い
」

「
よ
う
来
た
な
あ
。
今
日
も
が
ん
ば
れ

よ
！
」

「
調
子
ど
う
な
？
」

「
大
丈
夫
で
す
」

　

私
の
一
日
は
、
元
気
に
学
校
へ
登
校
し
て

く
る
生
徒
を
迎
え
入
れ
る
校
門
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
元
気
に
登
校
し
て
く
る
生
徒
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
に
は
、
寝
不
足

で
不
機
嫌
な
生
徒
も
い
ま
す
。

徳
島
県
人
権
教
育
研
究
協
議
会　

事
務
局
長　

坪
井 

次
郎 

さ
ん

「
お
は
よ
う
」

「
・
・
・
」

「
今
日
元
気
な
い
な
ー
」

「
ち
ょ
っ
と
寝
不
足
で
…
」

　
〝
よ
う
し
、
今
日
も
一
日
が
ん
ば
る
ぞ
〟

と
思
っ
て
登
校
す
る
生
徒
、
逆
に
〝
今
日
は

体
調
が
悪
く
て
眠
い
な
あ
〟〝
夕
べ
、
親
と

…
〟。
さ
ま
ざ
ま
な
生
徒
が
登
校
し
て
き
ま

す
。

　

10
年
ほ
ど
前
か
ら
行
っ
て
き
た
こ
の
活
動

は
、
生
徒
の
様
子
（
体
調
）
や
態
度
が
発
見

で
き
る
大
切
な
場
で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
生

活
ス
タ
イ
ル
の
違
う
生
徒
に
寄
り
添
い
関
わ

っ
て
い
く
大
切
な
取
組
で
し
た
。

　

２
０
１
４
年
３
月
末
の
退
職
時
、
生
徒
か

ら
次
の
よ
う
な
手
紙
を
も
ら
い
ま
し
た
。

校
長
先
生
へ

　

毎
朝
、
声
を
か
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
の
「
お
は
よ
う
」「
が
ん
ば
れ

よ
！
」
は
、
私
の
一
日
一
日
の
〝
力
〟
と
な

り
ま
し
た
。
い
つ
か
私
も
友
達
や
周
り
の
人

に
さ
り
げ
な
く
言
葉
を
か
け
た
り
、
困
っ
て

い
る
人
に
力
を
貸
せ
る
人
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
ど
こ
か
で
お
会
い
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

体
に
気
を
つ
け
て
、
元
気
で
い
て
く
だ
さ

い
。

阿
南
第
二
中
学
校
生　

Ａ
子　

　

こ
の
生
徒
と
は
２
年
間
、
学
校
生
活
を

と
も
に
し
ま
し
た
。
心
優
し
い
生
徒
に
出

会
え
た
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
一

人
で
も
多
く
こ
の
よ
う
な
生
徒
が
育
っ
て

く
れ
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

教
員
生
活
最
後
と
な
っ
た
阿
南
第
二
中

学
校
の
生
徒
は
純
朴
で
、
学
習
活
動
や
部

活
動
に
も
熱
心
で
す
。
ま
た
、
阿
南
市
教

育
委
員
会
の
指
定
を
受
け
、
２
年
間
、
人

権
教
育
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
ま
し

た
。
教
育
目
標
は
、「
豊
か
な
心
と
、
人

間
力
を
養
い
、
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
生

徒
の
育
成
」
で
あ
り
、最
重
点
施
策
と
し
て
、

①
豊
か
な
心
の
育
成

②
命
を
大
切
に
す
る
教
育
の
徹
底

③
確
か
な
学
力
の
定
着

④
特
別
支
援
教
育
の
充
実

⑤
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

⑥
部
活
動
の
充
実

を
掲
げ
、
地
域
に
開
か
れ
、
地
域
と
と
も

に
歩
み
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
と
し

て
日
々
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

一
、
人
権
講
話

講
師　

教
育
集
会
所
所
長　

柿
本 

清 

さ
ん

　

講
演
会
で
は
、「
大
切
な
こ
と
は
、
人

を
信
じ
る
こ
と
、
人
を
敬
う
こ
と
、
つ
ま

り
年
上
の
人
を
尊
敬
し
、
年
下
の
人
を
慈い
つ
く

し
み
、
仲
間
を
大
切
に
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
。
ま
た
、
差
別
と
は
、『
弱
い
者
い

じ
め
』
で
、
弱
い
者
を
い
じ
め
て
な
ん
に

な
る
。
皆
さ
ん
に
は
、
心
の
大
き
な
人
間

に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
人
権
教
育

と
は
、
み
ん
な
が
支
え
合
う
社
会
を
作
る

た
め
に
生
き
方
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
人

と
人
を
つ
な
ぎ
、
人
を
動
か
す
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
そ
れ
は
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
の
で
は
な
く
、
人
を
立
て
る
こ
と
で
あ

る
」
と
、
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
、
生
徒
の
成
長
の
姿

　

地
域
の
人
々
の
講
演
会
や
体
験
的
な
学

習
で
、
教
室
で
の
授
業
だ
け
で
は
得
ら
れ

な
い
も
の
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
感
想
や
レ
ポ
ー
ト
か
ら
も
伺
え

ま
す
。
生
徒
は
、
自
分
を
見
つ
め
、
考
え
、

気
づ
き
、
新
た
な
課
題
を
見
い
だ
し
、
ま
た
、

活
動
を
通
し
て
周
り
の
人
々
の
思
い
を
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
、
心
も
成
長
し
て
き

ま
し
た
。
教
職
員
は
生
徒
自
身
が
学
校
生

活
や
家
庭
生
活
の
中
で
学
ん
だ
こ
と
を
ど

う
生
か
す
か
、
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
ま
す
。

　　

現
在
は
、
徳
島
県
人
権
教
育
研
究
協
議

会
で
、
差
別
を
な
く
し
て
い
く
人
権
教
育

の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
と
と

も
に
学
ん
だ
「
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る

教
育
」
を
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
人
生
の
出

会
い
は
、
そ
れ
ま
で
に
い
く
つ
も
の
き
っ

か
け
が
積
み
重
な
っ
て
作
り
出
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
教
職
38
年
間
の
「
出
会
い
」

も
、
こ
れ
か
ら
の
「
出
会
い
」
も
い
つ
ま

で
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人権教育・啓発コーナー

ひまわり

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参
画
課

（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

⑻

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
教
育
を
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表紙の写真は、東京の武蔵野大学生がすだちの収穫に挑戦している様子です。不慣れな作業にもかかわらず一生懸命に取り組む姿に、受入れ農家もこの笑顔。「難
しいことでも楽しみながらチャレンジして、落ち込んでいた私たちに元気をくれました」と、心の収穫も多かったようです。学生の皆さんには、この経験が将
来のどこかで「生きる勇気」につながることを期待しています。活動や交流の様子は、フェイスブック「加茂谷元気なまちづくり会」で配信されています。（山田）

「福井げんき祭り実行委員会」が新たにそろえた黒のポロシャツ。胸の上に踊る「祭」の文字は、「げんき」とも読めるようにデザインされています。「阿南ぶ
らりまち紀行」は今月で100回を迎えました。これからも地域の魅力を発信し続けていきたいと思いますので、ご講読ください。（相田）

編集室の

窓

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
5日 馬 原 医 院 新 野 町 ☎36−3339

12日 富 永 医 院 羽ノ浦町 ☎44−2123
13日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313
19日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313
26日 玉 眞 病 院 宝 田 町 ☎23−0551

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00〜22：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

10月の休日・夜間診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。

●休日昼間　9：00〜17：00
日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

10月の相談

法律相談（要予約）	 ２日㈭、16日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所１階　市民相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談	 14日㈫、28日㈫
時 9:30～11:30　所 市役所１階　市民相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談	 24日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116

消費生活相談	 平日開館
時 9:30～16:30　所 消費生活センター
問 消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談	 ８日㈬
時 13:30～16:00　所 椿公民館、中野島総合センター
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談	 21日㈫
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談	 ６日㈪、20日㈪、27日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性の生き方なんでも相談（要予約）
日 ７・14・21・28日　時 13:00～17:00
日 10・24日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室分室　☎22－0361

年金相談（要予約）	 今月の相談はありません。
時 9:00～15:30　所 市商工業振興センター
予 1カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※11月の相談日は６日㈭です。

スポーツ施設10月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） 6・14・20・27 日
那賀川スポーツセンター 1・8・15・22・29 日
羽ノ浦総合国民体育館 6・14・20・27 日
羽ノ浦健康スポーツランド 6・14・20・27 日
県南部健康運動公園 7・14・21・28 日

人口と世帯数

人口 76,293人 （−52）
（男）36,779人 （−  8）
（女）39,514人 （−44）

世帯数30,140世帯（−26）

※平成26年８月末日現在
　カッコ内は前月対比

10月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・住基カードの発行等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●納税相談　納税課（☎22−1792）へ

１日㈬・15日㈬　17：15〜18：15　市役所本庁１階

10月の市税

■市　県　民　税（第３期）
■国民健康保険税（第５期）
　納期限は、10月31日㈮です。納め忘れのないようにしましょう。

日曜相談窓口  26日㈰  8:30〜17:00（市役所 1 階納税課）

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

市税の納付および分納等の納税（納付）相談を受け付けています。
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福
井
町
の
秋
の
風
物
詩
と
し
て
長
年
親
し
ま

れ
て
き
た
大
宮
八
幡
神
社
の
祭
り
を
一
層
盛
り

上
げ
よ
う
と
、
13
年
前
に
始
め
ら
れ
た
「
福
井

げ
ん
き
祭
り
」。
境
内
か
ら
御
旅
所
ま
で
、
だ
ん

じ
り
の
太
鼓
の
音
と
と
も
に
神み

輿こ
し

が
練
り
歩
く

伝
統
的
な
神
事
に
加
え
、
実
行
委
員
の
皆
さ
ん

が
運
営
す
る
多
彩
な
舞
台
や
模
擬
店
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。
毎
年
、
神
社
周
辺
に
飾
り
付

け
る
提ち

ょ
う
ち
ん灯
の
数
も
自
慢
の
ひ
と
つ
。
夕
闇
に
ぼ

ん
や
り
浮
か
ぶ
灯
り
が
、
祭
り
の
高
揚
感
を
演

出
す
る
。

　

合
い
言
葉
は
、「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰
も

が
参
加
し
、
楽
し
め
る
祭
り
」。
実
行
委
員
の
皆

さ
ん
は
、定
期
的
に
集
ま
っ
て
話
し
合
い
を
重
ね
、

１
年
か
け
て
祭
り
の
企
画
を
練
っ
て
き
た
。特
に
、

今
年
は
地
道
な
勧
誘
が
実
を
結
び
、
９
人
の
若

者
を
迎
え
て
総
勢
19
人
に
な
っ
た
。
お
か
げ
で
人

手
の
要
る
提
灯
飾
り
や
舞
台
の
仕
切
り
も
ス
ム

ー
ズ
に
こ
な
せ
そ
う
だ
。
去
年
ま
で
の
緑
の
法は

っ
　
ぴ被

か
ら
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
黒
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
へ
と
装

い
も
一
新
。
一
人
一
人
が
ま
ち
を
元
気
に
す
る

べ
く
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
見
せ
て
い
る
。

　

今
年
は
、
地
元
小
中
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

人
気
だ
っ
た
「
射
的
」
の
模
擬
店
を
増
や
し
、

運
営
に
は
小
学
生
も
参
加
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
。「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
地
域
の
大
人
と

一
緒
に
祭
り
に
関
わ
る
こ
と
は
、
き
っ
と
貴
重
な

経
験
に
な
る
」
と
、
実
行
委
員
長
の
古
川　

博

さ
ん
（
65
歳
）。「
運
営
側
の
思
い
を
肌
で
感
じ
、

ふ
る
さ
と
福
井
に
愛
着
を
感
じ
て
ほ
し
い
。
進

学
な
ど
で
県
外
に
出
て
も
、
帰
っ
て
来
た
い
と
思

っ
て
も
ら
え
る
の
が
一
番
で
す
ね
」。

　

去
年
、
神
社
の
総
代
会
か
ら
だ
ん
じ
り
の
和

太
鼓
を
譲
り
受
け
た
。
こ
れ
を
活
用
し
、
舞
台

を
盛
り
上
げ
る
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
「
福
井
げ
ん

き
太
鼓
（
仮
称
）」
を
結
成
し
た
い
と
夢
見
て
い

る
。
理
想
は
、
幅
広
い
年
齢
層
の
演
奏
者
が
と

も
に
太
鼓
を
た
た
く
姿
。
訪
れ
る
方
に
毎
年
新

鮮
味
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
、
探
究
心
を
絶
や
す

こ
と
な
く
新
た
な
こ
と
に
挑
戦
し
続
け
て
い
る
。

　

実
行
委
員
の
皆
さ
ん
の
熱
意
あ
ふ
れ
る
演
出

に
触
れ
れ
ば
、「
元
気
」
に
な
れ
る
こ
と
間
違
い

な
し
。
す
て
き
な
秋
の
思
い
出
を
つ
く
り
に
、「
福

井
げ
ん
き
祭
り
」
に
出
掛
け
ま
せ
ん
か
。

問　

実
行
委
員
長　

古
川
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ぶらりまち紀行
阿南

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜

■
発
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／
平
成
26年
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）
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675号

】
■
編
集
／
阿
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市
企
画
部
秘
書
広
報
課
　
〒
774 -8501 阿

南
市
富
岡
町
ト
ノ
町
12番

地
3　
☎
0884-22-1110　

e-m
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city.anan.tokushim
a.jp

■
印
刷
／
米
崎
印
刷
株
式
会
社

阿
南
市
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

地
域

の
話

題
を

い
ち

早
く

チ
ェ

ッ
ク

！
阿
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.city.anan.tokushim

a.jp/
広

報

第100回
福
井
げ
ん
き
祭
り
（
福
井
町
）

会議で当日のスケジュールを確認する実行委員の皆さん

舞台の出し物の準備を手伝うようす

毎年、飾られる提灯は700個にもなる


